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3.西 欧人 による西欧型服装認識

3一ゴ 分 析 の 方 法 と 対 象

 西 欧人 が,彼 らの服 装 と衣 文 化 の特 質 を,ど の よ うに認 識 して い る か を知 るた め1と

は,ふ た つ の方 法 が あ る と思 う。

 そ の ひ とつ は,い うま で もな く,彼 ら自 身 の観 察 と分析 に よ る,比 較 服 装 論 と して

の,西 欧 服 観 に き くこ とで あ る。 西 欧 に お い て ・ そ う した態 度 で の西 欧 服 装 との とり

くみ が,学 問 的 に行 わ れ る よ う にな った の は,1930年 代,Tilke, Bruhn等 の 業績 以

後 の こ とで はな いだ ろ うか。

 第2の 方 法 は,と りた て て他 の文 化 との 比 較 とい う意 図 を もた ず,彼 らが 自 己 の服

装 を,あ るい は ま た服 装 一般 に つ い て のべ た 内 容 を,・わ れ わ れ が一 定 の基 準 か ら批 判

し,彼 らが い わ ば無 自覚 的 に示 した西 欧 服 観 を,拾 いあ げ る こ とで あ る。

 以 下,本 稿 の後 半 で 試 み るの は,こ の第2の 方 法 で は あ るが,そ の場 合 私 が も ち い

53)同 様な例m・N・Ms〈1・Es Noρes de cana>par Jacquemart de Hesdin.本 例では女性が肩

 口に造花を飾 ってい る。 またFra Angelicoの 〈Annunciacion>St. Marco, Firenzeで は,天

 使 が肩 口に リボ ン飾 りをつ けた例がある。

54)detachable sleevesの 覆い としてのエ ポレッ ト,と いう考え方 は当らない。 発生 的には逆の

 順序である。

表7素 材の物 性 と持 上 り高 さの 関係

厚

密

好適いせ こみ量

持 上 り 高 さ

 さ

(mm)

 度

(/cm)

(cm)

(mm)

レ ル ト ン1サ ー ジ1ツ イ ー ド1ギ ン ガ ムi翻 二重(白絹)

1.70

15×17

4.5

5.50

0.56

26×27

2,8

3.95

0.81

11×10

3.5

5.00

0,34

29×20

2.3

3.50

0.19

50×39

2.2

3.40

石毛 フ ミ子 1955「 袖山のいせこみ分量について」 (第2報)昭 和女子大学苑181P.61～69
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る一 定 の 基 準 とは,2.に お い て検 討 した,和 服 と対 比 して の,西 欧型 服 装 の諸特 質 で あ

る。

* * *

 のちに詳 しく提示するように,今 回の分析対象は,い わゆるcostume booksで あ

る。ただ しその対象となる時代を,い つか らいつまでとするかが,ま ず最初の問題で

あった。サ リバンが 『ミカ ド』を上演 した1886年 という時代,そ の舞台衣裳において

も,そ れをデザインしたひとびとは,徹 頭徹尾,所 詮イギ リス人でしかないことを,

われわれに示 している。これに対 して1980年 の映画 『ショーグン』の中で,す くなく

とも衣裳デザインにあらわれたアメ リカ的なものを,わ れわれはほとんど見いだすこ

とができない。西欧人のキモノ認識のなかでも,い わゆる昭和和服期の中で,こ とに

日本在住が長期間にわたり,半 ば日本人的心情に染っているような人の場合には,そ

の発言の中か ら,西 欧人としての"偏 向"あ るいは基底認識をさぐりだすことは,困

難であったのである。

 衣文化についてみるかぎり,西 欧服装の世界的な浸透の一方で,そ れと平行 して西

欧服の非西欧化が進行 した。われわれはその中の重要な契機として,第1次 大戦,第

2次 大戦というステップを踏んでの民族主義的傾向,そ してとくに1920年代 とそれ以

後における,ア メリカニズムを挙げることを知っている。とすれば,わ れわれは"固

有の"西 欧服装の純粋さのうえに立っての,彼 らの認識を重んじるために,た とえば

belle 6poque以 前に,わ れわれの対象を限定すべきだろうか。

 しかしなが らこのような試みは,西 欧とはなにか,と いう,い くぶん途方もない議

論に,一 種の答えを与えることになる。私の当面のテーマについていえば,西 欧服装

とはなにか,と いう議論の前提として,そ の結論めいたものをもちこむことになる。

 私が本稿の中で対象としている西欧とは,す でに示 したような具体的な西欧服観,

すなわち服装としての特色群によってかたちつ くられた,衣 文化的概念である。その

ような特色が,今 日においてもなお,日 常生活の中へのた しかな浸透と,創 造的展開

の濃密さによって,生 きつづけていることは事実である。『ミカ ド』の時代 と,『ショ

ーグン』の時代との西欧人の服装観のあいだには,あ る落差のあることはたしかであ

るが,そ のような落差を十分許容 し変貌 しつづける,可 塑性に富んだ全体像を,私 は

文化概念としての西欧服 と考えたい。

 資料の上限を,一 応1800年 頃としたのは,そ のあたりで服装書の絶対数が非常に少

なくなり,服 装についてのその時代の通念を知るために服装書を用いるという,資 料

の資料性の点で,問 題が生 じるためである。
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3-2 西 欧 近 代 に お け る 服 装 研 究 の カ テ ゴ リー

 以 下 の分析 で対 象 と した の は,Bibliothさque nationale, Parisお よ びBritish Li-

brary, London所 蔵 の,主 と して佛,英 両 国 で1850年 以 降1980年 ま で に刊行 さ れ た,

服 装 関連 書 の 大部 分 と,1900年 以 降1982年 ま で に発 表 され た,服 装 関連 学 術論 文 中,

主要 な もので あ る55)。

 狭 義 の服 装 書,す な わ ち 注55で 示 した英 国図 書 館主 題 索 引 に お け るcostume項 中

の 図書 は,網 羅 的 に と りあ げ た が,homemanagementあ る い はcthicsと い っ た・ 関

表8 近 代 服 装 書 の カ テ ゴ リー 系 統

55)文 献 選択 の 方 法 はつ ぎの とお りで あ る。 図書 に つ いて は,1850年 以 後 の英,佛 語 書 の,お そ

 ら く70%は 両 図書 館 で 重 複 して い る と思 わ れ るの で,British Libraryに お け る検索 方 法 だ けを

 のべ る。

  i)1879年 ま でPeddie〈Subject Index of Books pub】ished up to and including 1880>vo1.

   1～3&new・series,1933～48.

   対 象主 題 COStUme, etiqUette.

  ii)1880年 以 後British Museum Library〈British Museum Library Subjcct Index of the

   Modern Books>1966～

   対 象主 題 costume, dress and dress making, needlework, tailoring, ctiquette, morals

   and morality, ethics, homemanagement.

  これ らの主 題 で カ バ ー した 文 献 よ りの選 択基 準 は,本 文 中 で のべ る。
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連項目中の服装関係書をもとりあげ,そ の見解を検討対象としているので,筆 者の服

装へのかかわりかたにも大 きな違いがあり,そ の内容を同列にとりあげて論ずるわけ

にはいかない。そこで私は,内 容の検討にはいるまえに,対 象とした全文献を,9っ

のカテゴ リーに仮に分類 した(表8)。 この分類によって,た とえば裁縫書の中での

べられている歴史的言及は,原 則として無視する,と いった,資 料の有効性について ら

の,最 低の保証が与えられる。

 私が文献をこのようにカテゴリー区分 したのは,こ のような資料性への配慮のため

だけではない。私はこのあとで,各 カテゴ リー,す なわち服装の分野別の,お もな関

心事,な いし論述の一般的傾向をのべるのであるが,そ こでいくぶん,研 究史論的な

ふみこみ方をしている。その理由は,あ る分野の筆者たちの関心事とその歴史的展開,

また論述の基本的態度の中にも,西 欧人の服装観の,た しかな反影が認められると,

判断 したためである。

1. 旅 行 記 ・歴 史 読 物

表9 旅 行記 ・歴 史読 物(Pおs-Time books)

MAROLLES 
   "Habits di diverses nations  etrangêres —recueil de gravures ayant appartenu a Marolles" 

   1563? 
SPALLART, Robert de 

    "Tableau Historique des Costumes
, des Mceurs et des Usages des Principaux Peuples de 

 L'antiquite et du Moyen Age" (1804) 
Beaunier, M. M. F. etc. 

   "Recueil des Costumes  frangais ou collection des plus belles Statues et figures  frangaises , 
    des armes, des armures, des instruments, des meubles, etc.," 1810 

DALVIMART, Octavian 
   "Picturesque Representations of The Dress and Manners of the Turks" 1814 

An artist recently returned from the Continent 
   "The characteristic costume of France" 1819 

 FERRARIO,  Jules 
 "Il costume antico  e moderno di tutti i popoli" 1816-1834 

WAGNER, Heinrich 
   "Trachtenbuch des Mittel -Alters" 1830-1834 

 HERBS, (?). 
   "Costumes  frangais civils

, militaires et religieux, depuis les gaulois  jusqu'a. 1834" (1837) 
HEFNER-Alteneck, J. H. 

   "Trachten des christlichen Mittelalters; nach gleichzeitigen Kunstdenkmalen" 1840-1844 

WAHLEN, Auguste 
   "Mceurs

, Usages et Costumes de tous les Peoples du Monde" 1843-1845 
LACAUCHIE, A., etc. 

   "Costumes historiques  frangais civils
, —" (1846) 

 ComFTE-Calix, F. 
 "rnctilmeg  historiniiec  franca  ic"  1  Ftg4
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 PAUQUET, P. (painted by) 
   "The Book of Historical Costume" 1868 

JACQUEMIN, Raphael 
   "Iconographie generale et methodique du costume; du IVe au XIXe  siecle (315-1815)" 

   1871 

JACQUEMIN, Raphael 
   "Histoire  Generale du Costume Civile , Religieux et Militaire,  du  IVe au XIXe  siècle" 1876 

CARROTHERS, Julia D. 
    "The Sunrise kingdom; or Life and Scenes in Japan , and Woman's work for Woman there" 

   1879 
 HOTTENROTH, F. 

   "Trachten , Haus-, Feld-  und  Kriegsgerdthschaften der  VOlker Alter  und Neuer Zeit" 1884 
Geschichte etc. 

   "Zur Geschichte der  Kostame" 1890 

 FALKE,  Jacob  von 
   "Geschichte des Geschmacks im Mittelalter  und andere Studien auf Gebiete von Kunst 

 und Kultur" 1892 
MONTAILLE 
   "Le Costume  Feminin; Depuis  Pepoque Gauloise  jusqu'a nos jours" 1894 

"History of Feminine Costume" 1896 

 LAMESANGARE, Pierre 
   "Costumes des Femmes Francaises du XIIe au XVIIIe  siècle" 1900 

 SEBILLOT, Paul 
   "L'Evolution du Costume" 1908 

SCHEFER, Gaston 
    "Documents pour L'Histoire du Costume de Louis XV a Louis XVIII" 1911 

Giafferri, Paul Louis de 
    "L'Histoire du Costume  Feminin  Francais" 1922-1923 

SAGES, Elizabeth 
   "A Study of Costume: From the Days of the Egyptians to Modern Times" 1926 

CHALMERS, Helena 
   "Clothes on and  off the Stage; A History of Dress From the  E  zrliest Times to the Present 

   Day" 1928 
PARDUCCI,  Amos 

   "Costumi Ornati; Studi sugli insegnamenti di cortigiania medievali" 1928 

KELLY, Mary E. 
   "On English Costume" 1932 

 CoOKSON, Nesfield 
    "The Costume Book" 1934 

BARTON, Lucy 
    "Historic Costume for the Stage" 1935 

TRUMAN, Nevil 
   "Historic Costuming" 1966 (1936) 

LABOVITCH, Mark 
   "Clothes Through The Ages" 1944 

Walkup, Fairfax Proudfit 
    "Dressing the Part; A History of Costume for the theatre" 1950 

BRADLEY, Carolyn G. 
   "Western World Costume; An Outline History" 1954 

DOBSON,  Dina P.
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   "Clothing and Costume" 1954 

ALLEN, Agnes 
   "The Story of Clothes" 1967 (1955) 

TILER, Max, etc. 
   "Encyclopedic du Costume" 1955 

 WILCOX, R. Turner 
   "The Mode in Costume" 1958 

BRADFIELD, Nancy 
   "Historical Costumes of England; from the eleventh to the twentieth century" 1958 

BARFOOT, Audrey I. 
    "Discovering Costume" 1959 

GARLAND, Madge 
 "Eternelle et changeante  Beaute" 1960 

BENTIVEGNA, Ferruccia Cappi 
   "Abbigliamento e Costume nella Pittura Italiana" 1962 

 OLIVER, Jane 
   "Costume through the Centuries" 1963 

CUNNINGTON, Phillis 
   "Costume in Pictures" 1964 

FABRE, Maurice 
   "Histoire de  la Mode" 1965 

HILL, Margot Hamilton, etc. 
   "The Evolution of Fashion; Pattern and Cut from 1066 to 1930" 1973 (1967) 

STIBBERT, Frederic 
   "Civil and Military Clothing in Europe; from the first to the eighteenth centur

y" 1968 
GARLAND, Madge 

   "The Changing Form of Fashion" 1970 

GILBERT, John 
   "National costume of the world" 1972 

SCHOFIELD, Angela 
   "Clothes in History" 1974 

 CliNcx, George 
   "English Costume; From Prehistoric Times to the end of the 18th Century" 1975 

JANITCH, Valerie 
    "Fun with Historical Costume" 1975 

HANSEN, Henny Herald 
   "Kleidung der  Volker in Farben" 1977 (1976) 

SICHEL, Marion 
   "Roman Britain and the Middle Ages" 1977 

CUMMING, Valerie 
   Exploring Costume History  1500-1900" 1981

 広 義 のpass-time bookで あ る これ らの著 述 は,そ れ 自体 は研 究 的態 度 によ って書

か れ た もの とは い え な い が,私 の 分析 の対 象 と して は価 値 を もつ ものが す くな くな い。

教 科 書 的 図 書,あ るい は専 門 家 が 若 い人 む きの入 門 書 と して書 い た よ うな 本 も,仮 り

に こ こに含 めた 。 ま た 西 欧 にお い て は,歴 史 的 に も 重 要 な 存在 理 由 を も って きた,

stage costume, fancy costume等 のhow-to-bookも こ こに含 め た。 と くに舞 台衣 裳
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の手引書は,歴 史的衣服の構造についての,具 体的で現場的な苦労の積み重ねを背後

にもち,教 えられるところが多いものである。

 これらの著作が,一 般にその云 うところの根拠を欠いているのは,(む しろその種
                                       

の 著作 を こ の カ テ ゴ リー に含 め た の であ るか ら)当 然 で は あ るが,同 時 に,変 化 に つ

い て も無 関 心 で あ るの がふ つ うで あ る。

 私 が,分 析 の対 象 と して価 値 を もつ もの が少 くな い,と 言 った の は,上 記 の よ うな

意 味 で,そ の言 わ ん とす る内容 の信 愚 性 は高 くな くて も,そ の通 俗 性 の ゆ え に,一 般

の ひ とび との通 念,な い し常 識 に依 存 して の 寂述 が,随 所 にみ られ る た めで あ る。 た

とえ ば,イ ギ リス の 庶 民 の一 部 に あ るフ ラ ンス人 嫌 いが,悪 い フ ァ ッ シ ョ ンは み な フ

ラ ンス か ら くる,フ ラ ンス人 が フ ァ ッシ ョン好 き な の は,フ ラ ンス女 の体 つ きの 醜 い

せ いだ,と い うよ うな 言葉 を 吐 か せ る[FOLEy 1893:459]。 そ して さ らにつ づ けて,

そ の あ ま り根 拠 の な さそ うな,フ ラ ンス女 の か らだつ きの 不恰 好 さを具 体 的 にえ が き

だ す の だ が,こ の よ うな文 章 は,お そ ら く歴 史 書 な ど に はあ りえ な い だ ろ う。

 この カ テ ゴ リー に属 す る著 述 の 内容 は,傍 証 以 上 の根 拠 と して は,一 般 には 用 い ら

れ な い。 結 局,わ れ わ れ に思 い が け な い視点 な ど で,眼 を み ひ らかせ て くれ る恩 恵 の

な い もの は,採 らな か った。 したが って,こ の カ テ ゴ リー に関 して は,取 捨 は きわ め

て選 択 的 で あ る。

2.考 古学 ・文献学的研究

           表10考 古 学 ・文 献 学 的 研 究

POLGE, H. 
   "L'iconographie des Attitudes a la  cathedrale Sainte-Marie d'Anch;  etude de  statesthesie 

   retrospective" 1871 
DEMAY, G. 

   "Le costume au moyen age  d'aprês les sceaux" 1880 

GAY, Victor 
   "Glossaire  Archeologique du Moyen Age et de  la Renaissance" 1887 

SMITH, William etc. 
   "A Dictionary of Greek and Roman Antiquities" 1890 

 DRurrT, Herbert 
   "A manual of costume as illustrated by monumental brass" 1906 

MACKLIN, Herbert W. 
   "The Brasses of England" 1913 (1907) 

PITON, Camille 
   "Le Costume civil en France du  XIIIe au XIXe  siècle" 1913 

ENLART, Camille 
   "Manuel  d'archeologie  francai se depuis les temps merovingiens  jusqu'a  la Renaissance" 

   1916
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LELOIR, Maurice 
   "A Mediaeval Doublet" 1936 

BROHOLM, H. C. etc. 
   "Costumes  of the Bronze Age in Denmark" 1940 

 LAVER, James 
   "Mode du  moyen -fige et de la renaissance  d'apres des frottis des tombes de cuivre" 1947 

BROHOLM, H. C. etc. 
   "Bronze Age Fashion" 1948 

 BRONDSTED, Johannes 
   "Bronze Age Clothing Preserved in Danish Graves" 1950 

 LUNDQTJIST, Eva Rodhe 
   "La Mode et son Vocabulaire: quelques termes de  la mode feminine au moyen age suivis 

   dans leur evolution  semantique" 1950 
 PASQUINO, Marie-Louise 

   "Un costume finnois du XIIe  siècle" 1962 

SHEE, Elizabeth A. etc. 
   "A Clothed Burial from Emlagh , near Dingle, Co. Kerry" 1966 

THIERRY, Nicole 
   "Le costume episcopal byzantin du IXe au XIIIe  siècle  d'apres les peintures  datees 

   (miniatures, fresques) 1966 
HUNT, John M. A. 

   "Irish Medieval Figure Sculpture 1200-1600; A study of Irish tombs with notes on costume 

   and armour" 1974

 上 に あげ た2分 野 の ほか に,美 学 ・美 術 史 学 を加 え れ ば,、これ らは服 装 研 究 の た め

の伝 統 的 な補 助 学 で あ った 。 ヨー ロ ッパ で の,考 古学 的遺 品 に よ る服 装 研 究 で,ひ と

つ の時 代 を劃 した の は,Demayに よ るsceaux, Druittに よ るmonumental brass

の,精 密 な年 代 記 的考 証 だ った とお も う。 この 系 列 の研 究 は,当 然 な が ら,頑 な に即

物 的 で あ る こ とに よ り,実 証 的 で あ ろ う とつ とめ,そ の一 般 化 の 議 論 につ いて は冷 淡
              

であることが多い。ものの事実のもつ重みが圧倒的であるために,そ の見解はまこと

に権威的であるが,仮 説や推論にたいしては不寛容な態度が多いものである。私がと

りあげた文献は,服 装に直接関係する図書 としては,大 きな見落 しはないはずである

がゴ雑誌論文については,ほ とんどすべてのものを捨てた。その理由は,そ れ らが概
                       ノ

して,事 実 の計 測 的報 告 以 上 の もの で な く,私 の 目的 に は役 立 たな いた め で あ る。

古 典 学 ・古 文 献 学 的 研究 と して も っ と も重 要 な もの に,19世 紀 末 にな され た,W.

Smith, V. Gayの 労作 が あ るが,さ ら に これ にOxf()rd English Dictionaryを 加 え る

べ きか も しれ な い。 一般 に言語 学 的研 究 は,そ の分 野 の専 門家 の広 範 囲 な 渉猟 の網 の

一 部 に
,た ま た ま服 装 関連 の語 彙 あ るい は用 例 が拾 わ れ るの で,服 装 専 門 家以 外 の人

の,カ ジュ ァル な研 究 成 果 で あ る こ とが ふ つ うであ る。 しか しそ うで な く,た とえ ば

``bibliophile Jacob"と み ず か ら祢 す るLacroix
,あ るい はPlanch6め よ うな,浩 潮
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な量の根本文献を駆使する力をもつ服装研究者でも,こ うした文献的専門家に,と も

すれば,も のとしての衣服の実際的知識と感受性を欠 き,い いかえれば結局,服 装が

わか らない人が多いものである。 したがっ・て羅列的事実としては貴重なHandbuch

を提供 しえても,そ の意見には・ζれζいつてみるべきものがない場合が多いづ

3.歴 史学的研究

表11歴 史'学 的 研 究

 VIEL-Castel, H. de 
   "Collection des costumes

, armes et meubles, pour servir  a l'histoire de France" 1827 
STRUTT, Joseph etc. 

   "The Regal and Ecclesiastical Antiquities of England" 1842 

SHAW, Henry., F. S. A. 
   "Dress and Decorations of the Middle Ages; from the Seventh to the Seventeenth Century" 

   1843 
BEVEREN, (V.) etc. 

   "Costumes du Moyen Age;  d'apres les  manuscrits
, les peintures et les monuments contempo-

   rains" 1847 
LACROIX, Paul (Le Bibliophile Jacob) 

   "Costume Historiques de la France" 1852 

 VioLLET-le-Duc 
   "Dictionnaire  Raisonne du Mobilier Francais" 1858 

BONNARD, Camille 
   "Costumes historiques des XIIe

, XIIIe,  XIVe et XVe  siecle" 1860 
KERCKHOFF,  E. 

    "Le costume a la cour et a  la  ville; Etiquette tenue officielle et de fantaisie" 1865 

 LACROIX, Paul 
   "Moeurs

, usages et costumes au moyen age et a l'epoque de  la Renaissance" 1873 
BLANC, Charles 

    "L'art dans la parure et dans le  vetement" 1875 

QUICHERAT, J. 
   "Histoire du costume en France depuis les temps les plus  recules  jusqu'a la fin du XVIIIe 

 siecle" 1875 
 PLANCHE, James R. 

   "A Cyclopaedia of Costume or Dictionary of Dress" Vol .  1 The Dictionary 1876 
 PLANCHE, James 

   "A Cyclopaedia of Costume or Dictionary of Dress" Vol . 2 General History of Costume 
   in Europe 1879 

CHALLAMEL, Augustin 
   "Histoire de  la Mode en France; La toilette des femmes depuis l'epoque Gallo -Romaine 

 jusqu'a nos juurs" 1881 
KLEMM, Heinrich 

    "Geschichte  der ...Dresdener Schneider-Innung von ihren ersten Spuren bis auf die 
   Neuzeit; Eine Denkschrift, etc." 1881 

WEISS,  Hermann 
 "Kostiimkunde: Geschichte der Tracht  and des  Geraths der  Volker des  Alterthums" 1881 

FALKE, Jacob von 
 "Kostfungeschichte der Kulturfolker" 1881
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KRETSCHMER, Albert etc. 
   "Die Trachten der  VOlker  vom Beginn der Geschichte bis zum  neunzehnten Jahrhundert" 

  1882 
 Sunup, Marie 

   "Old English Costumes" 1883 

FAIRHOLT, F. W. etc. 
   "Costume in England; A History of Dress to the End of the Eighteenth  Century" 1885 

GILES, Edward B. 
   "The History of the Art of Cutting in England; preceded by a sketch of the History of 

   English Costumes" 1887 

RENAN, Ary 
    "Le Costume en France" 1890 

SMITH, William etc. 
   "A Dictionary of Greek and Roman Antiquities" 1890 

HILL, Georgiana 
   "A History of English dress from the Saxon period to the present day" 1893 

MACALISTER, R. A. S. 
    "Ecclesiastical vestments" 1896 

 QUINCKE, Wolfgang 
    "Handbuch der  Kostiimkunde" 1896 

GARDINER, Florence Mary 
   "The Evolution of Fashion" 1897 

 PLANCHE,  J. R. 
   "History of British costume from the earliest period to the close of the eighteenth century" 

   1907 
PRELLE de la Nieppe, Edgar 

    "Note sur les Costumes Chevaleresques et les Armes Offensives des XIIe,  XIIIe, et XIVe 

 siècle" 1901 
RUMPF, Fritz 

    "Der Mensch  and seine Tracht" 1905 

CALTHROP, Dion Clayton 
    "English Costume" 1906 

D'ANCONA, Paolo 
    "Le Vesti delle Donne Florentine; nel secolo XIV" 1906 

 CLINCH, George 
    "English Costume: from prehistoric times to  the end of  the eighteenth century" 1909 

LANGFORS, Artur 
    "Deux  temoignages  inedits sur  le costume des  elegants au XIVe  siècle" 1913 

ENLART, Camille 
    "Manuel  d'Archeologie francaise depuis les temps  merovingiens  jusqu'a . la Renaissance" 

   1916 
HEUZEY, Leon 

    "Histoire du Costume antique;  d'apres des etudes sur le  modele vivant" 1922 

GRAY, H. L. 
    "The Production and Exportation of English Woolens in the Fourteenth Century" 1924 

KENDRICK, A. F. 
    "Catalogue of Early Medieval Woven Fabrics" 1925 

LESTER, K. M. 
    "Historic Costume: A  résumé of the Characteristic Types of Costume from the Most Remote 

   Times to the Present Day" 1942 (1925)
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SAGES, Elizabeth 
   "A Study of Costume; from the Days of the Egyptians to Modern Times" 1926 

 NORRIS, Herbert 
   "Costume and Fashion" 1927 

 BOURRILLY, Joseph 
   "Le Costume en Provence au Moyen Age" 1928 

 KOHLER, Carl 
   "A History of Costume" 1928 

MILLER, Sylvia A. 
   "Old English Laws Regulative Dress" 1928 

HARMAND, Adrien 
 "Jeanne d'Arc: Ses Costumes

, Son  Armure—Essai de Reconstitution" 1929 
EVANS, Mary 

   "Costume Throughout the Ages" 1950 (1930) 

GRANCSAY, Stephen V. 
   "The Mutual Influence of Costume and  Armour: A Study of Specimens in the Metropolitan 

   Museum of Art" 1931 
HARTLEY, Dorothy 

   "Mediaeval Costume and Life" 1931 

BOEHN, Max 
   "Modes and Manners" 1932 

BARTON, Lucy 
   "Historic Costume for the Stage" 1935 

BROOKE, Iris 
   "English Costume of the Early Middle Ages: The Tenth to the Thirteenth Centuries" 

   1977 (1936) 
 BROOKE, Iris 

   English Costume of the Later Middle Ages: The Fourteenth and Fifteenth Centuries" 
  1977 (1936) 

BALDWIN,  Muriel 
   "Costume 1400-1600: An Exhibition in the Spencer Room" 1937 

WILSON, Lillian M. 
   "The Clothing of the Ancient Romans" 1938 

 HOLLRIGL, J. 
   "Historic Hungarian Costume" 1939 

EVANS, R. K. 
   "Dress; The evolution of cut and its effect on modern design" 1939 

HOUSTON, Mary G. 
   "A Technical History of Costume; Medieval Costume in England & France" 1939 

CUNNINGTON, C.  Willa 
 " Why Women Wear Clothes" 1941 

 TouomzE, Georges Gustave 
   "Le Costume  francais" 1945 

DAVENPORT, Millia 
   "The Book of Costume" 1962 (1948) 

 CUNNINGTON, C. Willett 
   "The Art of English Costume" 1948 

NORRIS, Herbert 
   "Church Vestments; Their Origin and Development" 1949 

LELOIR, Maurice 
   "Histoire du costume de  l'antiquite a 1914" 1934-1949
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EVANS, Mary 
   "Costume throughout the Ages" 1950 (1930) 

LUNDQUIST, Eva Rodhe 
   "La Mode et son Vocabulaire; quelques termes de la mode feminine au moyen age suivis 

   dans leur evolution  semantique" 1950 
POERCK, G. de 

   "La draperie  medievale en Flandre et en Artois: technique et terminologie" 1951 

 Vocim, Michele 
   "Storia del Costume; Venti Secoli di Vita Italiana" 1952 

YARWOOD, Doreen 
   "English Costume; from the Second Century B.C. to 1960" 1961 (1952) 

Evans, Joan 
   "Dress  in Mediaeval France"  1952 

GORSLINE, Douglas 
   "A History of Fashion: A Visual Survey of Costume from Ancient Times to the Present 

   Day" 1953 
HANSEN, Henny Herald 

   "Costume Cavalcade" 1972 (1954) 

 SRONKOVA, Olga 
 "Gothic Woman's Fashion" 1954 

Aubert, Marcel 
 "Michele  Beaulieu et Jeanne Bayle

, Le costume en Bourgogne de Philippe le Hardi a la 
   mort de Charles le  Temeraire (1364-1477) 1957 (book review) 

 Buck, Anne M. 
   "Lecture on  'Wool in the History of  Fashion"' 1957 

BINDER, Pearl 
   "The Peacock's Tail" 1958 

 DROBNA, Zoroslava etc. (text), EDWARD Wagner (illustrated) 
   "Medieval Costume

, Armour and Weapons; 1350-1450" 1958 
 SRONKOVA, Olga 

    "Fashion through the Centuries; Renaissance , Baroque and Rococo" 1959 
THIENEN, F. van 

   "Huit  Si&les de Costume; L'Histoire de  la Mode en Occident" [Original title "Acht 

    eeuwem westeuropees  costuum"J 1961 
BEAULIEU,  Michele 

   "Le costume antique et  medieval" 1961 

 BARFOOT, Audrey 
   "Everyday Costume in Britain: Form the Eariest Times to 1900" 1961 

EISENBART, Liselotte Constanze 
   "Kleiderordnungen der deutschen  Stadte zwischen 1350  and 1700" 1962 

 LAVER, James 
    "Costume" 1963 

 NEVINSON, J. L. 
   "Storia del Costume in Italia by Rosita Levi-Pisetzky" 1965 (book review) 

PISETZKY, Rosita Levi 
   "Storia del Costume in Italia" 1964 

BOUCHER,  Francois 
   "Histoire du Costume; En Occident de  l'Antiquite a nos jours" 1965 

PAYNE, Blanche 
    "History of Costume; From the Ancient Egyptians to the Twentieth Century" 1965
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CONTINI, Mila 
   "Fashion: From Ancient Egypt to the Present Day" 1965 

CLARKE, Joan 
   English Costume through the Ages" 1966 

GrEEN, Ruth 
   "The Wearing of Costume: The Changing Techniques of Wearing Clothes and How to 

   Move in them—From Roman Britain to the Second World War" 1966 
GATTY, Charles Neilson 

   "The Bloomer Girls" 1967 

LISTER, Margot 
   "Costume: An Illustrated Survey from Ancient Times to the Twentieth Century" 1967 

ENDREI, Walter 
 "L'evolution des Techniques du filage et du tissage; du Moyen Age a la revolution 

   industrielle" 1968 
 STANILAND, Kay 

   "The Medieval Corset" 1969 

MELLENCAMP, Emma H. 
   "A Note on the Costume of Titian's Flora"  1969. 

 LAVER, James 
   "A Concise History of Costume" 1969 

STAVRIDI, Margaret, etc. 
   "The Hugh Evelyn History of Costume" 1966-1970 

PISTOLESE, Rosana, etc. 
   "History  of Fashions" 1970 

AGRON, Suzanne 
 "Précis d'histoire du costume" 1970 

OAKES, Alma etc. 
   "Rural Costume; Its Origin and Development in Western Europe and the British Isles" 

   1970 
PIPONNIER,  Francoise 

   "Costume et vie sociale; la cour d'Anjou  14th-15th  siècle" 1970 

BELL, Clifford R. etc. 
   "Sumptuary Legislation and English Costume: An Attempt to Assess the Effect of an Act of 

   1337" 1972 
LISTER, Margot 

   "Costumes of Everyday Life; An Illustrated History of Working Clothes from 900 to 1900" 

   1972 
NORMAN, A. V. B. 

   "A Short History of Costume and Armour 1066-1800 by Francis M. Kelly and Randolph 
   Schwabe, 1972" 1973 (book review) 

SMITH, Roger 
   "Bonnard's Costume Historique: A pre -Raphaelite Source Book" 1973 

NEWTON, Stella Mary 
   "Health , Art & Reason; Dress Reformers of the 19th century" 1974 

BIRBARI, Elizabeth 
   "Dress in Italian Painting 1460-1500" 1975 

WEE, Herman van der 
   "Structural Changes and Specialization in the Industry of the Southern Netherlands ,  1100-

   1600" 1975 
 BYRDE, Penelope 

   "The Male  Image;  Men's Fashion in England 1300-1970" 1979 (1976)

88



大丸 西欧型服装の形成

NEWTON, Stella Mary 
   "The Literature of Dress" 1976 

KEMPER, Rachel H. 
   "Costume" 1977 

SICHEL, Marion 
   "Roman Britain and the Middle Ages" 1977 

STANILAND, Kay 
   "Clothing and Textiles at the Court of Edward 111, 1342-1352" 1978 

KNAUER, Elfriede R. 
   "Towards A History of the Sleeved Coat: A Study of the Impact of an Ancient 

   Garment on the West" 1978 
EWING, Elizabeth 

   "Dress and Undress; A history of women's underwear" 1981 (1978) 

BYRDE, Penelope 
   "The Male Image; Men's Fashion in England 1300-1970" 1976 

NEWTON, Stella Mary 
   "Fashion in the Age of the Black Prince" 1980 

SCOTT, Margaret 
   "Late Gothic Europe , 1400-1500; The History of Dress Series" 1980 

GERVERS, Veronika 
   "The Influence of Ottoman Turkish Textile and Costume in Eastern Europe"

Eastern

1982

 史 学 的 研究 は絶 対 数 も多 い うえ,そ の対 象,観 点 もさ ま ざま で あ る。 あ る国 の全 般

的服 装 史 と して は,各 国 には そ れ ぞ れ,記 念 碑 的 な大 作 一 比 較 的近 い 時代 で も,イ タ

リア のPisetzky,ド イ ツのBoehn,フ ラ ンス のLeloir(未 完),イ ギ リス のNorris

(未 完),Cunnington一 が あ り,網 羅 的救 述 に よ って これ らを凌 ぐこ と は困 難,と い

う理 由 もあ って か,一 般 に西 欧 の史 学書 に は,特 色 あ る視 点 を もつ もの が 多 い 。 文 献

史 家 が比 較 的 冷 淡 と もい え た,衣 服 の構 造 につ い て も,す で に19世 紀 にはWeissが

強 い 関心 を示 して い る。 そ の 関心 を 展 開 させ,設 計展 開 図 を呈 示 して そ の叙 述 を した

の はK6hlerで は あ っ たが,そ の典 拠 は一 切 示 しで い な い。 西 欧 の構 璋 論 は,ま え に

触 れ た 舞i台衣 裳 用 に も役 立 て よ う との配 慮 か らか,結 果 だ けを 重 ん じた大 膿 な推 論 が

目 につ く。

 構 造 につ いて の議 論 を,文 化 比較 の 立 場 か ら発 展 させ た の は,ド イ『ツ,北 欧 の 研究

者 で,そ の 歴 史 は 比較 的 あ た ら しい。 た だ し,比 較 とい う立 場 に立 った と き,個 々の

文 化 の 内側 で の史 的展 開 の分 析 が 不 十 分 で,や や平 面 比 較 的傾 向 に 陥 りが ちで あ る。

 イ ギ リス,フ ラ ンス の服 装 史 書 のひ とつ の特 色 と して,人 物 中心 の物 語 的 叙 述 が あ

り,と くに第 二 次 大 戦 前 に そ の傾 向 が めだ つ 。 た とえ ばLeloirや, Norrisの 大 著 に

おい て も,叙 述 の そ う した特 色 が,こ れ らの 著書 に幾 分 か の通 俗 味 を添 え る の で あ る。

 わ れ わ れ は英,仏 の 服 装史 書 の この よ うな 特 色 に,舞 台衣 裳 の典 拠 と して行 わ れて

きた,服 装 史 研 究 のな ご りを 感 じ とる。 歴 史 上 の人 物 に,彼 の生 きた 時 代 の正 確 な衣
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裳 を着 せ る,と い う こ とが,舞i台 衣 装 の ひ とつ の 目的 で あ った。 ただ し舞 台衣 裳 の場

合 は,正 確 さ は演 出 の ひ とつ の要 素 にす ぎな い。 服 装 史書 にお い て は,あ る人 物 の生

活 の,微 視 的 な ま で の実 像 の再 現 によ って,人 間 理 解 の ひ とつ の手 段 と して い る ので

は な い か とさえ,印 象 づ け られ る。

 英,仏 の 服装 史 書 に は,シ ャル ル マ ー ニ ュ や聖 ル イが,し ば しば ひ と りの``actor"

と して 登 場 す る。 わ が国 の服 装史 研 究 で好 ま れ るテ ーマ は,「 紫 式部 日記 に お け る服

装 」 で あ るが,こ れ を英,仏 流 に と りあ げ れ ば,「 紫 式 部 の着 た服 装 」 の研究 にな る。

そ の 意 味 で,近 代 西欧 にお け る,も っ と も典 型 的 な成 果 は,Harmand, A.〈Jeanne

d'Arc:Ses Costumes, son Armure>(1929)で あ ろ う。

 ま た,こ の よ うな研究 態 度 は,別 項 で の べ る,人 性 論 的 服装 論 へ の,流 れの み ちを

ひ ら くもの,と もいえ る。

 服 装 史 の本 来 の領 域 で は な いが,そ の 救述 の 間 に か い ま見 え る主 題 の ひ とつ は,服

装 の歴 史 に お け る,進 歩 の 問題 で あ る。 西 欧 の服 装 史 が,こ う した い わ ば歴 史 哲学 的

領 域 に あ しをふ み こむ の は,フ ァ ッ シ ョ ンが いつ始 ま ったか,フ ァ ッ シ ョ ンと はな に

か,そ して そ の評 価 の 問題 を,避 けて 通 る こ とが むつ か しいた め で あ る。

 以 上 の べ た よ うな理 由 か ら も,こ の カテ ゴ リー は,1.と 区別 が つ きに くい もの も多

いが,ほ ゴ網 羅 的 に分析 の対 象 と した。

4.総 合 的 批判

表12総 合 的 批 判

ALISON, Archibald 
   "Essays on the Nature and Principles of Taste" 1790 

SCHIMMELPENNINCK, Mary Anne 
   "Theory on the Classification of Beauty and Deformity

, and their Correspondence with 

   Physiognomonic Expression" 1815 

CARLYLE, Thomas 
   "Sartor Resartus; the life and opinions of Herr  TeufelsdrOckh" 1836 

A Lady of Rank 
   "The Book of Costume; or

, Annals of Fashion, from the Earliest Period to the Present Time" 

   1846 

 HOOPER, Lucy H. 
   "Fig Leaves and French Dress" 1874 

BLANC, Charles 
    "L'art dans la parure et dans le  vetement" 1875 

OLIPHANT 
    "Dress" 1878 

WAKE, C. Staniland 
   "The Evolution of Morality; being A History of the Development of Moral Culture" 1878
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HAWEIS, H. R. 
   "The Art of Dress" 1879 

The Lounger in Society 
   "The Glass of Fashion: A Universal Handbook of Social Etiquette and Home Culture for 

   Ladies and Gentlemen" 1881 
HOLDING, T. H. 

   "Comfort & Economy in Clothes" 1881 

STEELE, Frances Mary, etc. 
   "Beauty of Form and Grace of Vesture" 1892 

GARDINER, Florence Mary 
   "The Evolution of Fashion" 1897 

GRATEROLLE, Maurice 
   "Du costume et de la toilette dans  l'antiquite et de nos jours" 1897 

UZANNE, Octave 
   "L'Art et les Artifices de  la  Beauty" 1902 

ARMOND,  Silvestre 
   "preface pour  ((Le Pantalon  feminin))" 1906 

DUFAY, Pierre 
   "Le Pantalon feminin" 1906 

RHEAD, G. Woolliscroft 
   "Chats on Costume" 1906 

Fontenouille G. de 
    "Le Faux -Luxe' et l'abandon des costumes  locaux dans les campagnes" 1913 

MARAIS, M. Paul 
   "Trois causeries sur l'histoire du costume faite aux Soirees paroissiales de  Saint-Germain-

   l'Auxerrois" 1914 
DEBLAY, A. 

   "Histoire anecdotique du costume en France
, de  la  conquete romaine a nos jours" 1924 

HEARD, Gerald 
   "Narcissus; An Anatomy of Clothes" 1924 

CURTIS, G. F. 
   "Clothes and the Man" 1926 

 RowN, Dom E. 
   "Linge , insignes et  vétements liturgiques" 1930 

GILL, Arthur Eric R. 
   "Clothes; An Essay upon the Nature and Significance of the Natural and Artificial 

   Integuments worn by Men and Women" 1931 
ALLEN, F. L. 

   "Only Yesterday" 1931 

BRUMMEL, G. B. 
   "Male and Female Costume" 1932 

PRICE 
   "When Men Wore Muffs" 1936 

SETTLE Alison 
   "Clothes Line" 1937 

YOUNG, Agnes Brooks 
   "Recurring Cycle of Fashion 1760-1937" 1937 

MARINUS, Albert 
   "Fantaisie sur la Parure" 1941
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CUNNINGTON, C. Willett 
 The Art of English Costume" 1948 

CUNNINGTON, C. W. 
    "The Perfect  Lady" 1948 

LANGLEY-MOORE, Doris 
    "The Women in Fashion" 1949 

 LAVER, James 
    "Style in Costume" 1949 

CUNNINGTON, C. Willett 
    "Women" 1950 

BINDER, Pearl 
   "Muffs and Morals" 1953 

    "The Peacock's Tail" 1958 

TABORI, Paul 
   "The Art of Folly" 1961 

ADBURGHAM, Alison 
   "View of Fashion" 1966 

 BROBY-JOHANSEN, R. 
   "Body and Clothes; An Illustrated History of Costume" [original title "Krop og Kloer"] 

   1968(1966) 
 CLAUDE-SA  LVY, 

   "Le monde et  la mode" 1966 

YOXALL, H. W. 
   "A Fashion of Life" 1966 

 GATTY, Charles Neilson 
   "The Bloomer Girls" 1967 

 LOUYS, Madeleine 
    "Le costume; pour

quoi et  comment" 1967 
 D'ASSAILLY,  Gisêle 

   "Les Quinze Revolutions de la Mode" 1968 

 LAVER, James 
   "Modesty in Dress; An Inquiry into the Fundamentals of Fashion" 1969 

GROVE, Jane 
   "Fashion" 1971 

 DORNER, Jane 
   "Fashion; The Changing Shape of Fashion Through the Years" 1974 

NEWTON, Stella Mary 
   "Health , Art & Reason: Dress Reformers of the 19th century" 1974 

 ORDISH, Olive 
   "Dress and Fashion" 1974 

BLACK, J. Anderson, MADGE Garland, etc. 
   "A History of Fashion" 1983 (1975) 

DOES, Eline Canter Cremers-van der 
   "The Agony of Fashion" 1980 (1975) 

SUTTON, Joan 
   "Clothing and Culture; Contemporary Concepts" 1979 (1975) 

BUCK, Anne M. 
   "Dress as a Social Record" 1976 

YORK, Peter 
   "Style Wars" 1980
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 BATTERBERRY, Michael, etc. 
 "Fashion: the mirror of history" 1982 

 LAVER, James 
 "The Future of Fashion" n .d.

 この カテ ゴ リー名 は適 当 で は な い。 書 誌 的 に は,英 国図 書 館 件 名costume項 中,

私 の カ テ ゴ リー1,2お よ び4～9に 区 分 しえ な い著 作 を,原 則 と して こ こ にお く。

内容 の 点 か らいえ ば,costume書 の 中で,い わ ゆ るetiquette book, moral bookに

接 す る系 統 の もの にな る。

 わが 国 の女 大 学,庭 訓書 とい わ れ る もの は,一 方 の端 には,交 際 や趣 味,料 理,育

児 とい った,い わ ゆ るhow-to-book的 内 容 と,他 の端 には,人 の道 の諭 しとい った,

道 徳 訓 的 内容 を もつ が,全 体 と して い え ば 日常生 活 の実 用 的 目的 を 意図 した もの で あ

り,こ の 類 の著 作 は,カ テ ゴ リー8.に お いた 。

 それ にた い して,と くに この項 を設 けた 理 由 は,西 欧のmoral bookの 系 統 の 中 に
                               の    

は,単 な る教 訓 書 と い う こ とで は な く,む しろ``moeurs"に つ い て議 論 す る,と い う

態 度 に よ って,特 色 の あ る もの が 多 い た め で あ る。

 19世 紀 の服 装 論 に は,人 の装 い もま た霊 の問 題,と い った観 点 か ら論 じ られ た もの

が少 くな い。Pendletonは,``Esthesiology"と い う こ とば を用 いて(esthesis=cloth-

ing),そ のIogosと は,全 く神 学 的 考 察 の 文 脈 の 中 にお か れ て い る。 Pendletonの

服 装 論 は,発 表 の13年 後 にべ つ の雑 誌 に再 録 され て い る の で[PENDLEToN 1843:

230-234;1856:199-211],一 定 の 反 響 は あ っ たの で あ ろ うが,イ ギ リス の地 方 図 書

館 な ど に は,小 教 区 の無 名 の牧 師 の書 い た,相 当 に エ キセ ン ト リックな 内容 の,服 装

攻 撃 のパ ンフ レ ッ トな ど を見 る こ とが あ る。

 この 種 の もの を も底辺 に して,10人10色 の 立場 で,と き には服 装 その もの に も と ら

わ れ る こ とな くか か れ た,あ る意 味 で の 文 学作 品 が,こ の 系 統 で あ る。

 そ の議 論 の お もな標 的 は,服 装 の 美 的 観 点 と,倫 理 的 観 点 とで あ るが,衣 生 活 の現

実 の"人 間 性"論 の 中 で は,こ の ふ た つ は べ つ べっ には考 え られ な い もの で あ る。 た

とえ ば,服 装 の 美 的 な,あ る い は美 学 的 研究 とい った もの は,概 して一 種 の空 論 にす

ぎな い もので あ る。19世 紀 的な,服 装 の人 間性 論 が;観 念 的 で あ った り,逆 に あ ま り
        

に文学的であったりするのは,概 してそれらが,書 斎め思索の中だけから生れた産物

のせいではないだろうか。

 けれども,こ のような教養主義的,安 楽いす的人間性論ではあっても,服 装を,"人

間を考える"姿 勢のなかでとらえようとする行 き方は,わ が国の近代の服装研究の中
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で は,手 薄 な 領域 で あ り,わ れ わ れ に と って は,魅 力 あ る著 作 が 多 い。

 さ て,前 世 紀 の お わ る 頃 か ら,こ の種 の人 間 性 論 的 服装 研 究 は,そ の 中 にふ くま れ

る主 要 な部 分 が,科 学 的 な方 法 論 を え て分 化 す る こ と にな る。 そ れ と歩 調 を あ わ せ て,

あ る程 度 通 俗 的 な 読 み もの性 を もった 文 明 批 評 と し て の,こ の領域 の あ た ら しい展

開 が は じま る。 そ う した 意 味 で の,そ の時 点 で の 記念 碑 的 な著 作 はBlancの 〈L'art

dans la parure et dans le v黎ement>σ875)と, Haweisの 〈The Art of Dress>

(1879)で あ ろ う。Haweis夫 人 は,コ ル セ ッ ト反 対 を 主 張 す る改 良 服 論者 と して著 名

だが,牧 師 の妻 で,挿 絵 画 家 で ま た小 説 家 で もあ り,〈Art of Decoration>(1881),

〈Art of Housekeeping>(1889)な ど17冊 もの著 書 を もつ,ビ ク ト リア朝 風 の読 物 作

者 で あ り,も の の見 方 の細 や か さ と,考 え の柔 軟 性 とで,こ の カ テ ゴ リーの服 装 書 の

魅 力 を代 表 す る と さえ いえ る。

 わ が国 で もよ く知 られて い る もの に は,い くぶ ん19世 紀 的 晦渋 さ を の こす,Garlyle

の 〈Sartor Resartus>(1836)や,鋭 利 で は あ るが や や ペ シ ミス チ ック なGillの

〈Clothes>(1831)が あ る。 Gillに お け る よ うに,日 常生 活 に お け る人 間省 察 の深 さ

に加 え,も のの 見 方 の奇 警 さや ウ ィ ッ トも,読 み物 と して の この系 統 の 著書 の武 器 で

あ る。「ポ ケ ッ トとは,使 用 しな い こ とが条 件 の附 属 品」[GRATEROLL 1894:97],

「フ ァ ッ シ ョ ンは,洋 服 屋 が お な じもの ば か り縫 うの に飽 き る とつ くり だ す も の」

[HEARD 1924:88]。

 私 が,こ の カ テ ゴ リーを"文 学 的"と 言 った の は,こ う した 警句 的 表 現 を指 して の

み,い って い る わ け で はな い 。 た とえ ば,Fontenouilleは,農 民 の伝 統 的 服装 と,都

会 の流 行 との 関係 の問 題 で,Lamartineの 〈Graziella>の 中 の,純 朴 な村 娘Graziella

が,別 れ て ゆ く18才 の ラマ ル チ ーヌ に気 に入 られ よ う と,"み る も無 惨 な"パ リ風 の 粧

い で,彼 の 部 屋 を 訪 れ る,最 後 の 場面 を紹 介 す る[FONTENOUILLE 1913:7,8]。 こ

う した語 り 口は,デ ィス カ ッ シ ョ ンで は な く,読 む人 の 心 情 に,問 題 を投 げか け る の

で あ る。 〈The perfect Lady>(1948)や,<WoMEN>(1950)の 時 代 のCunnington

も,そ の意 味 で はま さに,こ の カ テ ゴ リー に は い るべ きで あ るろ う。

 一般 に,人 間 性 論 的服 装 論 の著 者 には,衣 服 そ の もの につ い て の,じ ゅ うぶん な知

識 に欠 け る人 が 多 い。 具体 的知 識 の乏 しさが,か え って そ の見 方 の,一 面 的 で しか な

いが た め の切 れ味 にな る,と もい え る のだ が 。

 人 間 論 と して の服 装 批 判 は,フ ァ ッ シ ョ ンにつ いて の 関心 も浅 くは な い ので あ るが,

しか し一般 に そ の関 心 の 内 容 は,好 意的 な も ので はな い 。 この カテ ゴ リー にふ くま れ

る著 者 には,衣 服 につ いて の 具 体 的知 識 の乏 しさの ひ とつ の原 因 で あ る,自 分 自身 の
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身 じま い につ いて の 消極 的態 度 の ほか に,フ ァ ッ シ ョ ンへ の嫌 悪 の よ うな もの が,感

じ とれ る発 言 さえ あ る。 フ ァ ッシ ョンにつ い て のOscar Wildeの よ く知 られ た 警 旬

と似 た 口調 の発 言 は,あ る種 の大 衆 的 な文 化 へ の,書 斎 人 的 な偏 見 と も う け とれ るの

で あ る。

5.民 族学的研究

嘉1A障 橘… 堂 的 研 穿

BEY, Hamdy etc. 
   "Les Costumes populaires de la Turquie en 1873" 1873 

FLOWER,  William Henry 
   "Fashion in Deformity" 1881 

PREVOST, Gabriel 
   "Le Nu

, Le  Vkement, La Parure: chez  1'Homme et chez la Femme" 1884 
 COCHERIS, P. W. 

   "Les Parures primitives avec une introduction sur les temps  prehistoriques" 1894 

 Mow, Arthur 
   "The New Far East" 1898 

BROWNELL, Clarence Ludlow 
   "The Heart of Japan: Glimpses of Life and Nature far from the Travellers' Track in the 

   Land of the Rising Sun" 1904 
RITTNER, Geo. H. 

   "Impressions of Japan" 1904 

BOYLE, Frederick 
   "Savages and Clothes" 1905 

KNOX, George William 
   "Japanese Life in Town and Country" 1905 

WEBB, Wilfred Mark 
   "The Heritage of Dress: Being Notes on the History and Evolution of Clothes" 1907 

REICHARDT, Annie 
   "Girl -Life in the Harem: A True Account of Girl-Life in Oriental Climes" 1908 

 SEBILLOT, Paul 
   "L'Evolution du Costume" 1908 

CHAUVELOT, Robert 
   "Le  Japan souriant: Ses Samourais

, Ses Bonzes, Ses Geishas" 1923 
TILKE, Max 

   "Studien zu der Entwicklungsgeschichte des Orientalischen  Kostiims" 1923 

TE RANGI HIROA (P. H. BUCK) 
   "The Evolution of Maori Clothing" 1926 

GIAFFERRI, Paul Louis de 
   "The History of the Feminine Costume of the World" 1927 

CRAWLEY, Ernest 
   "Dress
, Drinks, and Drums: Further studies of savages and sex" 1931 

 LA  JTHA, Edgar 
   "The March of Japan" 1936 

GARIS, Frederic de 
   "Their Japan; Being brief descriptions of noteworthy phases of Japanese life

, of many of the 
   customs, festivals, arts and crafts of the Japanese—" 1937
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ROEDIGER, Virginia More 
   "Ceremonial Cost umes of the Pueblo Indians" 1941 

MARINUS, Albert 
    "Fantaisie sur  la Parure" 1941 

YOUNG, James R. 
   "Behind the Rising Sun" 1942 

HANSEN, Henny Herald 
   "Mongol Costume" 1950 

NIENHOLDT, Eva 
 "Kostiimkunde" 1961 

 WiLcox, R. Turner 
 -Tolk and Festival Costume of the World" 1965 

TELFORD, A. A. 
   "Yesterday's Dress: A History of Costume in South Africa" 1972 

GILBERT, John 
   "National Costume of the World" 1972 

BURNHAM, Dorothy K. 
   "Cut my Cote" 1973 

GERVERS, Veronika 
   "The Historical Components of Regional Costume in South -Eastern Europe" 1975 

HAMARE, Ida, etc. 
   "Making Simple Clothes" 1980 (1978) 

AMSELLE, Jean-Loup  (ed.) 
   "Le Sauvage a la Mode" 1979 

 Musee National d'Histoire Naturelle 
   "Splendeur des Costumes du Monde: Exposition  presentee au  Musee de l'Homme" 1979 

SNOWDEN, James 
   "The Folk Dress of Europe" 1979

 旅 行 記,見 聞 ノ ー トの た ぐい を,素 朴 民 族 誌 とみ れ ば,こ の カ テ ゴ リー にふ くま れ

る著 作 は,他 の どん な カ テ ゴ リー よ り も古 い か も しれ な い。 しか し私 の 対 象 とす る約

150年 の あ い だ に,学 問 と して の 態度,方 法 の うえ で も っ と も動 揺 の あ った の も,こ

の カ テ ゴ リーで はな い だ ろ うか 。19世 紀 の服 装 民 族 誌 の 中 に,"低 級 民 族"と い っ た

い い か たが は っ き りで て くる し,人 種 の優 劣 論 な どは,も っ と も人 気 の あ るテ ー マ だ

った 。Flower, Cocherisの 著書 に お け る,身 体変 形 や お歯 黒 の 叙 述 の 態 度 の 中 に は,

遠 い国 か ら・ ア ル コール 漬 けの 怪 物 を仕 込 ん で きた興 行 師 の よ うな 口 吻 が,な い とは

いえ な いの で あ る。

 通 俗民 族 誌 の も うひ とつ の ね らい は,そ の 時 代 に好 まれ た いい か た を借 りるな ら,

異 国 の"picturesque"な 旅 情 を たの しむ,と い うこ とで あ った。 Ferrario, Wahlen,

Hottenroth, Rachinetの 大 著,ま た 最近 復 刻 さ れた 〈Zur Geschichte der KostUme>

(1891)な ど,そ の多 くは精 密 な銅 版 画 で線 刻 され た,も の め ず ら しい服 装 ・風 俗 を

辿 って の世 界 旅 行,と い うね らいが 感 ぜ られ る。 その ね らい は,オ ラ ンダ のK.&T.
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Willink社 に よ って1865年 か ら1936年 に か け刊 行 さ れ た。 この 分野 の記 念 碑 的 シ リー

ズ 〈De Aarde en haar Volken>と,重 な る もの が あ る。

 と ころで,民 族 誌 的服 装 書 のひ とつ の功 績 は,そ の学 問 的 態 度 が あ る程 度 ど うあ れ,

す くな くと も服 装 研究 の各 分 野 に,新 鮮 で示 唆 に富 む,豊 富 な事 例 を 提 供 した点 で あ

ろ う。 と りわ け前 世紀 の末 か ら今 世紀 の は じめ にか け て,お な じよ うに新興 の 学 問 で

あ った 心 理 学 へ の 寄与 は,大 きか った と考 え られ る。

 一般 的 に い え ば,民 族 誌 的 事例 は,西 欧 人 の そ れ ま で の 常 識 に も信 念 に も,wet

blanketの 役割 を果 した 場合 がす くな くな い 。 服 装 研 究 の領 域 もまた,異 文 化 に対 す

る単純 な好 奇 心 や 侮 蔑 の 一段 階 が す ぎ る と,い わ ば相 対主 義 の段 階 には い った とい え

よ う。 しか しす くな くと も,美 的 な価 値基 準 に 関 して の相 対 主 義 は,今 日に お いて も

な お,十 分 に説 得 力 の あ る議 論 が な され て い る とは いえ な い。

 大 著 時 代 以 後 の 民 族 服装 論 は,構 造 比 較 に よ る,衣 服 の系 統 樹論 を重 要 な 柱 と し

て,Tilkeに 代 表 され る ドイ ツ と,北 ヨー ロ ッパ 諸 国,あ るい は東 欧諸 国 に,研 究 の

中心 が うつ った とお もえ る。 と くにデ ンマ ー クの青 銅 期 遺 跡 の調 査,中 で も1920年 の

Egtvedの 発 掘 が,北 ヨー ロ ッパ の研 究 者 の 研 究 意 欲 に,は ずみ を つ け た,と も感 ぜ

られ る。 中 ・西 部 ヨー ロ ッパ の服 装研 究 が,ス タ イ リングへ の,観 賞 的 ア プ ロ ー チ に

偏 す る傾 向 が あ り,そ こに あ る種 の"甘 さ"が あ りえ た の にた い して,物 理 ・工 学 的

分 析 を 前 提 と して の,実 証 的 方 法 は,服 装 研 究 全 体 の 評 価 を た か め た と も い って よ い 。

 しか も,そ の デ ンマ ー ク を代 表 す る研 究 者 の ひ と りが,Hansenで あ って,か の女

の・ 一 面 で きわ め て感 傷 的 な,そ して 〈Daughters of Allah>(1960)ま た 〈Investi-

gations in Shi'a Village in Bahrain>(1967)に お け る よ うな,民 族誌 的"回 帰"を

思 わ せ る仕 事 を み る と き,西 欧 に お け る,人 間 性 論 的 服 装研 究 の根 の 深 さを感 ず る の

で あ る。

 な お,服 装 の民 族 学 的 研究 は,全 体 的 な 民 族 誌 の 一 部 と して上 梓 され る こ とが多 く,

今 回 の よ うな検 索 の方 法 か らは,た くさん の す ぐれ た著 作 が洩 れ た で あ ろ うこ と は,

残念 で あ る。

6. 社会 ・経済学的,心 理学的研究

           表14社 会 ・経済学的,心 理学的研究

PENDLETON, W. N. 
   "The Philosophy of Dress" 1843 

GODKIN, E. L. 
   "The Rationale of the Fashion" 1867
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PARTON, J. 
   "Clothes Mania" 1869 

SPENCER, H. 
   "The Principles of Sociology" 1892 

FOLEY, C. A. 
   "Fashion" 1893 

LOTZE, Hermann 
   "Microcosmus: An Essa

y Concerning Man and his Relation to the World" 1899 
SIMMEL, G. 

   "Philosophische Kultur" 1919 (1904) 

RUMPH, Fritz 
   "Der Mensch  and seine Tracht" 1905 

FLACCUS,  Louis W. 
   "Remarks on the Ps

ychology of Clothes" 1906 
 GomEz-Carrillo, E. 

   "Psychologie de  la Mode" 1910 

CRAWLEY, E. 
   "Encyclopedia of Religion and Ethics—Dress" 1912 

 Buss, Sylvia H. 
   "The significance of Clothes" 1916 

 MkRY, Albert 
    "Le  Vétement et ses Accessoires" 1918 

DEARBORN, George van Ness 
   "The Psychology of Clothing" 1918? 

PARSONS, Frank Alvah 
   "The Psychology of Dress" 1923 

HURLOCK, Elizabeth B. 
   "The Psychology of Dress: An analysis of fashion and its motive"  192) 

 FLOGEL, J. C. 
   "The Psychology of Clothes" 1930 

GILL, Arthur Eric R. 
   "Clothes" 1931 

KROEBER, A. L., etc. 
   "Three Centuries of Women's Dress Fashions: A Quantitative Analysis" 1940 

BERGLER, Edmund 
   "Fashion and the Unconcious" 1953 

 KONto,  Rene etc. 
   "Die Mode: in der menschlichen  Gesellschaft" 1961 (1958) 

ROACH, Mary Ellen, etc. 
   "Dress

, Adornment, and the Social order" 1965 
RYAN, Mary Shaw 

   "Clothing: A Study in Human Behavior" 1966 

BRINGEMEIER, Martha 
   "Wandel der Mode im Zeitalter  der  Aufklarung; Kulturgeschichtliche Probleme der 

 Kostihnkunde" 1966 
BARTHES, Roland 

 "Systême de la Mode" 1967 

FAIRLEY, Roma 
   "A Bomb in the  Collection: Fashion with the Lid off" 1969 

NEWTON, Stella Mary 
   "Concise History of Costume" by James  Laver 1970 (book review)
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 MARAPON,  Gregorio 
   "Psychologie du geste

, du  vetement et de la parure" 1971 
WILMOTT, Sheila 

   "Fashion and Dress" 1971 

 KONIG,  Rene 
   "The Restless Image: A Sociology of Fashion" 1973 

SUTTON, Joan 
   "Clothing and Culture; Contemporary Concepts" 1979 (1975) 

DESCAMPS, Marc-Alain 
   "Psychosociologie de la mode" 1979

 服 装 書 のな か で は,史 学 と と もに,科 学 的 方 法 の適 用 がす すん で い て,し たが って

そ の客 観 性 の た め,観 点 に お け る西 欧 的特 色 とい った もの は と らえ に く く,本 稿 で の

私 の 目的 に と って は,興 味 の もて るデ ータ には 乏 しか っ た。

 民 族 学 とお な じよ う に この カ テ ゴ リー も,服 装 プ ロパ ーで な い著 作 の 中 に,影 響 力

を も った 有 力 な 議論 が あ り,と りわ け 心 理 学 の 分 野 で,そ の こ とが い え そ うで あ る

[ALIsoN l790;ScHIMM肌pENNINclS 1815;SpENcER l892;HERMANN l899;

SIMMEL 1904]。 前 世 紀 の 心 理学 は認 識 論 の 一 部 で あ った か ら,一 般 に哲 学 の 領 域 内

で,服 装 や 装 粧(personal tornament)の 意識 に 関す る,あ るい は これ らの こ とを 例

にひ いて の,議 論 が行 わ れ た の で あ った 。

 服 装 心 理 の学 問 的 声価 を た か め,ま た逆 に この 学 問 へ の反 感 の 標 的一 た とえ ばLan-

gley-Mooreの 批判[1949:1-3]一 と もな った の は, FIUgelの 〈The Psychology of

Clothes>(1930)で あ る。精 神 分 析 学 の手 法 を服 装 の分析 に も ちい た研 究 は,す で に

あ ず らしい とは いえ な か った の で あ るが,FIUgelは と りわ け具 体 的,か つ 日常 的 で あ

った た め に,反 擾 され か た も大 きか った の で あ る。 そ れ ま で の心 理 学 的 研 究,た とえ

ば,RuMpH(1905), DEARBoRN(1918), PARsoNs(1923), HuRLocK(1929)の 著 書

の 内容 は,初 歩 的段 階 の動 物 心 理 や 民 族 的事 例,'ま た歴 史 的事 例 に相 当 程 度 の想 像 力

を加 味 して の,カ テ ゴ リー4に ふ くま れ うる よ うな,教 養 的人 間 性 論 に ちか い もの だ

った 。FIUgelへ の反 接 はま た,フ ロイ ド派 の もつ基 本 的 な考 え か た,す な わ ち抑 圧

され た性 衝 動 の テー マが,社 会 的 風 潮 の 中 に い くぶ ん は残 って い た,ビ ク ト リア朝 風

の 空気 に と っ て,不 愉 快 な もの であ った の か も しれ な い。

 とは いえ,精 神 分 析 学 を ふ くめ て,今 世 紀 初 頭 の服 装 心 理 学 の ひ とつ の影 響 は,着

装 動 機 に お け るい わ ゆ る差 恥 説(modesty)に と どめ を さ し,象 徴 説 ・記 号 論 の 時 代

を決 定 的 に方 向づ け た こ とで あ ろ う。 そ の方 向 での,こ の 時代 の指 針 的 な服 装 観 は,

Crawleyの,〈Encyclopedia of Religion and Ethics>vol.5のDress項(1912)の
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記 述 で あ る。

 服 装研 究 に社 会 調 査 の 技 術 を 用 い る方 法 は,1906年 にFlaccusが,ニ ュー ヨー ク州

のnormal schoolの 女 生 徒 を対 象 に,ア ンケ ー トに よ って,衣 生 活 全般 に わ た る デ

ータ を得 た のが
,早 い例 で あ る。Flaccusの 調 査 目的 を み る と,`℃hanges in Self-

Feelings, Fluctuations in Personality"で あ る とか,``Effects on the Self as a

Social Reflex Phenomenon"と い った項 目が あ る。 こ う した微 妙 な精 神 の問 題 を 問

題 とす る一 方 で,相 当 に粗 い質 問 内容 一 衣 服 の硬 さや 重 さが,じ ぶ ん の心 に どん な 影

響 を与 え るか な ど一 が構 成 され て い る。 この時 代 に較 べ れ ば現 代 は,デ ータ の 分析 処

理 に つ いて の 理論 は,比 較 にな らな い ほ ど巧 緻 にな って い るが,質 問枠 の精 粗 の 点 で

は,そ れ ほ ど変 って い な い,と いえ る調 査 もみ か け るの で あ る。

 こ の種 の服 装 心理 調 査 が も っ と もさか ん だ った の は合 衆 国 であ って,そ の 応 用 的 な

実 用 面 へ の社 会 的評 価 もす こぶ る高 い。 そ の 一方 で,旧 世 界 の,教 養 主 義 的 人 間性 論

とは 異 質 の,官 能 の末 梢 的 計 量 の みた 忠 実 で あ るよ うな一 部 の服 装 研 究 には,も の た

らな さを感 じる人 もあ るに ちが いな い。

 そ の点 は べつ と して も,こ の カ テ ゴ リー に ふ くまれ る研究 に あ りが ちな ひ とつ の欠

点 は,服 装 その もの に つ い ての 知 識 の 甘 さ や,服 装 とそ の フ ァ ッ シ ョ ンへ の,感 性 的

現 実 認 識 が 欠 け る傾 向 を もつ こ とで あ ろ う。端 的 な 例 を あ げ れ ば,差 恥 心 は着 装 の動

機 で は な く結 果 で あ る と説 かれ て も,日 常 的 に は,董 恥 心 はや は り動 機 なの で あ る。

日常 的 な フ ァ ッシ ョ ンにつ いて,精 密 な計 量 的 研究 が意 外 な 弱 点 を もつ の は,い くぶ

ん 抽 象 的 な言 い廻 しにな るが,主 題 に た いす るア プ ロー チの 方 法 に,し ば しば非 現 実

性 が あ るた め で はな いだ ろ うか。

7.生 理学的研究

表15生 ・理 学 的 研 究

 WOOLSON, Abba Goold (edit.) 
    "Dress —Reform" 1874 

TREVES, Frederick, F.R.C.S. 
   "The Dress of the  Period: in its relations to health" 1882 

HARBERTON, The viscountess 
   "Reasons for Reform in Dress" c. 1885 

WARD, E. & Co. 
   "The Dress Reform Problem: A Chapter for  Women" 1886 

WILLIAMS, W. Mattieu 
   "The Philosophy of Clothing" 1890 

LEOTY, Ernest 
   "Le Corset: a travers les Ages" 1893
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BALLIN, Ada S. 
   "Health & Beauty in Dress from Infancy to  Old Age" 1893 

FOWLER,  0. S. 
   "Intemperance and Tight Lacing: considered in relation to the Laws of Life" 1898 

O'Followell 
   "Le Corset:  Histoire —Medecine—Hygiene" 1905 

JORDAN, Alfred C. 
   "Healthy Dress for Men" 1929 

WALKLEY, Christina, etc. 
   "Crinolines and Crimping Irons—Victorian Clothes: How to They Were Cleaned and 

   Cared For" 1978

 工学,医 学の両専門領域にかかわる著述は,今 回の対象文献にはふ くめないのであ

るが,工 学のもっとも実用的末端である裁断技術と,医 学 ・生理学の大衆啓蒙的部分

にかかわる著作 とは,対 象に加えている。

 後者の部類に入る著作の大部分は,服 装改良に関連するものである。改良服はほん

のわずかの時期のずれで,わ が国でも西欧諸国に劣 らず,さ かんに鼓吹,試 作された

が,そ のほとんどは,裁 縫書の中の数頁をさいて,そ の製作法を説明する,と いう方

法以上のことはなかった。

 わが国で,和 服 と,西 欧の衣服とを比較するとき,後 者の長所として必ずあげられ

るのは"実 用的"と いうことであった。そ して事実,西 欧風改良服は活動本位のもの
                                            

であり,ス タイルも製作法も,具 体的に説明されたのである。わが国のそれが改良服
                                    の

で あ る の にた い し,西 欧 の それ は,ど ち らか とい え ば服 装 改 良 とい う,ひ とつ の理 念

で あ り,あ る いは そ の よ うな 自覚 が優 先 した点 に,留 意 す べ きで あ る。 もっ と も名 高

いBloomerismに して も,そ れ は女 性 の 地 位 向 上 の た め の運 動 で あ り, Bloomer自

身 は,ス キ ャ ンダ ラス な誤 解 を怖 れ て,あ の有 名 なpantaloonを ほ とん どは か な か

った と い う[GATTY 1967:110-112]。

 古 代 ギ リシ ャ風 の ひ だ状 衣 が,あ る いは東 洋 的 な脚 衣 が,理 想服(ideal dress)と し

て提 案 され る こ とは あ っ て も,共 通 す る とこ ろ は,女 性 が み ず か らの 肉体 に有 害 な 衣

服 を 着 な けれ ばな らな い社 会,も し くは そ う い う意 識 か らの 解放 の理 念 で あ っ た。

 西 欧 一 と くに イギ リス に お いて,服 装 改 良 の気 運 のた か ま りは,1850年 前 後,1880

～1890年 代,そ して第1次 大 戦 後 で あ る。 ま え の2回 は,女 性 の コル セ ッ トが,そ の

主 要 な攻 撃 目標 で あ った。 女 性 の生 き方 と,中 産 市 民 の生 活 全般 の 合理 化 とむ す び,

この問 題 に は賛 否 両 端 が渦 ま き,服 装 と身 体 につ い て の,こ の 時 代 の 西 欧人 の 意識 を

知 る た め の,生 彩 に富 ん だ材 料 が 提供 され る。

 対 象 と した文 献 の ほ とん ど は,そ の第2の た か ま りの時 期 に刊 行 され た もの で,代
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表的著作を尽 していると考える。

 このような昂まりの鎮静 したあと,衣 服の生理学的論議のおもな舞台は,教 室と研

究室に後退 したのである。

8。 教 養 書
.■実 用書

      表16教 養書(How-to-Dress Book)・ 実用 書(Homemanaging Book)

AMMONS, J. 
 "Gynoeceum: or The Theatre of Women" 1872 (1586) 

BUONI, Tommaso (Lucca) 
    "Problems of Beautie and all Human Affections" 1606 

HEUQUEVILLE, Jean de 
    "Cinq livres des  hierogl

yphiques  oil sont contenus les plus rares secrets de la nature et 
 proprietez de toutes choses" 1614 

ROBERT, J. 
    "The Lady's Dressing Room" 1732 

NIVELON, F. 
    "The Rudiments of Genteel Behavior" 1737 

 GENLIS, de, (Madame la Comtesse) 
    "Dictionnaire critique et  raisonne des Etiquettes de la Cour" 1818 

 AGOGOS 
   "Hints on Etiquette and The Usages of Society

, with a Glance at Bad Habits" 1834 
WALKER, Alexander 

    "Female Beauty: as preserved and improved by Regimen
, Cleanliness and Dress" 1837 

Etiquette for Ladies 
   "Etiquette for Ladies" 1855 

KERCKHOFF, E. 
    "Le costume a la cour et a la ville: Etiquette tenue officielle et de fantaisie" 1865 

EASTLAKE, Charles L. 
   "Hints on Household Jaste in Furniture

, Upholstery and other details" 1868 
Thoughtfulness 
   "Thoughtfulness in Dress" 1868 

OLIPHANT 
    "Dress" 1878 

DECORUM 
   "A Pratical Treatise on Etiquette and Dress of the Best American Society" 1879 

The Lounger in Society 
   "The Glass of  Fashion: A Universal Handbook of Social Etiq uette and Home Culture for 

   Ladies and Gentlemen" 1881 
BARNETT, Edith A. 

   "Common -Sense Clothing" 1882 

HOWARD, 
   "Etiquette" 1885 

The "Major" of Today 
   "Clothes & the  Man: Hints on the Wearing and Caring of Clothes" 1900 

PRAGA, Alfred 
   "What to wear and when to wear it" 1903
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 LuxmoORE, Marjory 
   "A Dictionary of Etiquette" 1911 

MEEHAN, Abby 
   "The Ladies' All-British Fabric and Fashion Book" 1911 

BRAY, John 
   "All about  dress: being the story of the dress and textile trades" 1913 

WINTERBURN, Florence Hull 
   "Principles of Correct Dress"  1914 

BALDT, Laura I. 
   "Clothing for Women: Selection

, Design, Construction—A Practical Manual for School 
   and Home" 1917 

FORESTER, C. W. (The Hon.) 
   "Success through Dress" 1925 

TERRY, Eileen 
   "Etiquette for All: Man , Woman or Child" 1925 

 VALLkE,  Elise 
   "The Well-Dressed Woman's Do's and Dont's" 1925 

FORBES, Angela (Lady) 
   "How to Dress: For All Ages & Occasions"  1926 

RIVKIN, David 
   "The Art of Dressing Well" 1926 

 DooLEy, William H. 
   "Clothing and Style" 1930 

BUTTERICK, Helen Goodrich 
   "Principles of Clothing Selection" (revised ed .) 1930 

STORY, Margaret (Mrs. Chester B. Story) 
   "Individuality and Clothes" 1930 

STATE, Dorothy 
   "The Bride's Book" 1935 

WALLIS, Reginald 
   "The New Adorning: The Spiritual Significance of Dress and Clothing in Word of God" 

   1938 
BELL, Quentin 

   "On Human Finery" 1947 

 DIOR, Christian 
   "Christian Dior's Little Dictionary of Fashion" 1954 

KAY, Hether 
   "A New Look at Marriage and the Home" 1961 

DARIAUX,  Genevi'eve A. 
   "Elegance" 1964 

 WILKERSON, Marjorie 
   "Clothes" 1970 

Men's Dress Reform Party 
   "Men's Dress Reform Party" 1929—

 衣生 活 につ いて の 日常 的 な心 得,役 に立 つ 実 際 的 な知 識 が,こ の カ テ ゴ リー にふ く

まれ る著作 の 内容 で あ り,研 究 的性 格 の もの で は な い。

 いわ ゆ るetiquette bookと,家 事 整 理 の コ ツ と い った た ぐい の本 とで は,内 容 に
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ひ らきが あ るよ うに思 え る し,英 国 図書 館 の カ タ ロ グで は,後 者 はhomemenaging

にな って い る。 しか し女 性 の,と くに結 婚 して い る女 性 のた め の,賢 明 な生 活 の 手 引

き とい っ た意 図 でか か れ た装 い の指 導 書 は,な ん らか のか た ちで,こ の ふ たつ の 話 題

に触 れ な い こ と はな い。

 こう した,"よ い装 いの た め の教 本"の 著 者 は,か つ て は名 流夫 人 が 一 と きに は そ

の 名 を伏 せ て 一 執 筆 す る こ とが多 く,近 年 は高 名 な ドレス デザ イナ ーで あ る とか,映

画女 優 な どの,い わ ゆ る有 名人 が しば しば執 筆 して い る。 け れ ど もこの 種 の本 は,一

般 に は単 な るス タ ンダ ー ドを提 示 す るだ け が 目 的 で あ って,著 者 の個 人 的意 見 は さ ほ

ど重 要 で はな い。 名 流夫 人 が匿 名 で書 い た もの も,あ や しげ な元 女 優 の文 章 も,そ の

履 歴 に よ る説 得 力 に頼 るの み で,本 来 無 名性 の つ よ い もの で あ る。 婦 人雑 誌 社 の 編 集

に よ る もの の方 が,む しろ権 威 が あ る と もい え,要 す る に具 体 的 で,懇 切 で,し た が

って頁 数 の 多 い もの が よ ろ こば れ る。

 第1次 大戦 後,エ チ ケ ッ トブ ックが よ く売 れ た の は ア メ リカ で あ った 。 ア メ リカ の

エ チ ケ ッ トブ ックは,と くに フ ラ ンス に くらべ る と,概 して ま じめ な 語 り口の 実 用 本

位 の も のが 多 い。 ま た,版 を重 ね る あい だ に部 分 的 に見 解 の異 同を 生 じ,そ の 点 も好

箇 の研 究材 料 とな る。

9.裁 縫書 ・デザ イ ン論

表17裁 縫 書 ・ デ ザ イ ン 論

 COOK, M. 
    "A Sure Guide Against Waste in Dresses: or The Woolen Draper's

, Man's Mercer's and 
   Tailor's Assistant" 1787 

The Tailor's Complete 
   "The Tailor's Complete Guide; or A Comprehensive Analysis of Beauty and Elegance in 

   Dress" 1796 
BYFIELD, Robert 

   "Sectum: being the Universal Directory in the Art of Cutting" 1825 

LINDSAY, W. 
   ("System of Cutting") 1828? 

JACKSON, John    "The Tailors' Director
, or Anatomical Critic" 1830 

MANWARING, H. 
   "The Tailors' New Guide; Being an Universal and Com

plete System of The Art of 
   Cutting" 1836 

WAMPE, Henry 
    "Instruction

, Mathematical Proportions & Construction, of Model for Gentlemen's Dresses, 
   applicable to the various shapes of the human body & to the every fashion" 1837 

WALKER, W. E. 
   "An Introduction to The Art of Cutting: and a Refutation of the S

ystem adopted by 
   Oliver, the American" 1840 

   "A Catechism of Cutting" 1844
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HOWELL, M. J. 
   "The Handbook of Dress-Making" 1845 

 WOOD, John 
   "A New and Complete Practical System for Cutting Trousers"  1847 

WAMPEN, Henry 
   "Draping the Human Figure" 1853 

COMPAING, Charles etc. 
   "The Tailors' Guide: A Complete System of Cutting Ever

y Kind of Garment to Measure" 
   1855 

DEVERE, Louis 
   "The Handbook of Practical Cutting" 1865-1866 

BLANC, Charles 
   "L'art dans la parure et dans le  vetement" 1875 

WALKER, Isaac 
   "Dress; As It Has Been

, Is, And Will Be" 1885 
HOLDING, T. H. 

   "Ladies' Garment Cutting" 1890 

STEELE, Frances Mary, etc. 
   "Beauty of Form and Grace of Vesture" 1892 

TOMLIN, J. 
   "The Bond Street Systems of Cutting" 1893 

SLADDIN, W. H. 
 "Shoulderology!"  "Bustology!" 1896 

HOPKINS, J. C. 
   "The 20th Century System of Ladies' Garment Cutting" 1901 

THORNTON, J. P. 
   "The Sectional System of Ladies' Garment Cutting" 1901 

CARLISLE, E. M. F. 
   "A Practical Method of Dress Cutting for Adults" 1902 

SYNGE, M. B. 
   "Simple Garment for Infants" 1914 

BALDT, Laura I. 
   "Clothing for Women: Selection

, Design, Construction-a Practical Manual for School and 
   Home" 1929 (1916) 

KELLAND, C. M. 

• 

   "The Kelby -Kelland System of Dress-Cutting" 1925 

KNEELAND, Natalie 
   "Negligees" 1925 

TRAPHAGEN, Ethel 
   "Costume Design and Illustration" 1932 (1918) 

BROWN, Clara M. etc. 
   "Clothing Construction" 1934 (1927) 

MIALL, Agnes M. 
   "Home Dressmaking" 1933 

 BRISCOE, Jessie 
   "Principles of Dressmaking" 1936 

MASON, Gertrude 
   "Gertrude Mason's Pattern -Making Book: The principles of Pattern cutting applied to 

   lingerie, blouse, skirts and sports wear" 1937 
FRANKS, Catherine, A.R.C.A. 

   "The Pictorial Guide to Modern Home Dressmaking" 1940
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WINGO, Caroline E. 
   "The Clothes you buy and make" 1953 

COREY, Marian 
   "McCall's Complete Book of Dressmaking" 1954 

HILLHOUSE, Marion S. 
   "Dress Selection and Design" 1963 

WARDEN,  Jessie A. etc. 
   "Principles for Creating Clothings" 1969 

HOLLANDER, Anne 
   "The Fabric of Vision: The Role of Draper

y in Art" 1975 
HAMARE, Ida, etc. 

   "Making Sim
ple Clothes" 1980 (1978) 

FOSTER, Betty 
   "Creating Fashion" 1983

 衣 服 の 裁 断,縫 製 の技 術 に関 す る著 書 は,19世 紀 の末 まで は,ほ とん どが 専 門技 術

者 を 対 象 に書 か れ た も のだ った。19世 紀 の イ ギ リス は,tailoringの 技 術 を ほx"完 成

した とい わ れ る。 しか しそ の 時代 はま た,構 造 設 計 の方 法 を め ぐ って,と くにbreast

measurementの 是 非 を め ぐ って,は げ しい論戦 の行 わ れ た時 代 で,ロ ン ド ンの裁 断

師 に よ り,た くさん のcutting bookが 著 わ され た 。 そ れ らの技 術 論 の 前提 に は,よ

い衣 服 と はな にか,と い う命 題 の あ った こと は い うま で もな い。 よ い衣 服 の 理念 は,

そ れ につ づ く具 体 的 な技 術 論 の よ うに,意 見 の分 れ る もの で はな い けれ ど,そ の説 明

の 言 い回 しの 中 に,さ ま ざ ま の ニ ュ ア ンスが あ り,そ の集 約 は,西 欧人 の衣 服 観 を知

る うえ で,大 変 参 考 にな る。

 これ らの技 術 は ほ とん どが テ ー ラ リングで あ ったが,19世 紀 末 頃 か ら,dressmaking

につ い て の指 導 書 が 急 増 す る。 そ して こ ち らの方 は,家 庭 女 性 が そ の お もな読者 で あ

った よ うで あ る。 ド レス メ ー キ ング ブ ッ クは,女 性 服 と して の性 格 上,デ ザ イニ ング

に つ い ての 言 及 が 多 く,や が て デザ イニ ング の指 導 書 が 独 立 し,さ らに そ こか ら,イ

ラス トレー シ ョン,あ る い は(fashion drawing)が 分 離 す る。

 多 い年 に は,1年 に5,6冊 も刊行 され る この 種 の 本 の,全 体 に わ た って 言 及 す る

の は,そ れ らの 内容 の類 似性 か らい って も,や や 不経 済 に思 え るの で,衣 服 の構 造 理

念 につ いて の,総 論 的見 解 にみ るべ き特 色 の あ る著 作 だ け を,こ こ に選 び だ した の で

あ る。

3-3 各期別の認識 内容

3-3-1 前西欧型衣服に関して

 布形衣,あ るいはひだ状衣が,前 西欧世界,と りわけ地中海世界の,特 定的衣服で
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あ っ た とい う事 実 に,触 れ な い服 装史 は あ りえ な い。 西 欧 の 中 世 が,古 代 か らの遺 産

の ひ とつ と して,そ う した布 形 衣 を,直 接 に は古 代 ロ ーマ か ら,あ る いは よ り血 縁 的

な父 祖 た ち とか ら継 承 した こ と もまた,事 実 と して述 べ られ る。 したが って 申世 人 が

そ の造 形 作 品 に,古 代 の人 と い う シ ンボル と してtoga,あ るい は そ れ以 外 の布 形 衣

を えが い た こ と[ENLART l916:preface],ま た 実 生 活 で の 布 形衣 の着 用 が衰 え る に

つ れ,形 式 的 な 用途 に 限 られ て ゆ くこと[KδHLER 1928:153,163,173;PAYNE

1965:168;CoNTINI l965:15,66-71]も 指 摘 さ れ る。

 しか し次項 で詳 細 に考 察 す るよ うに,布 形 衣 は,日 常 的 着 用 の現 実 で こ そ,過 去 の

もの とい う意 味 で,前 西 欧 的 で あ ったが,0方 で は これ を,古 典 と して観 念 的 に憧憬

す る態 度 は代 々 うけつ がれ,今 日まで そ の錯 綜 した心 情 に支 え られ て き た,と いえ そ

うで あ る。

 こ う した見 方 に したが え ば,布 形 衣 を単 純 に,前 西 欧 的 とみ な す こ とは誤 りで あ る。

密 着 的 な 円筒衣 を,12,13世 紀 とそれ 以 降 の 西 欧型 衣 服 の標 準 と した場 合,こ れ に対

立 す る も のの代 表 的 な タ イプ の ひ とつ は,む しろ あ る種 の前 方 開 放 タ イ プ で あ った ろ

う。 この タ イプ の う ち,中 世 の 西 欧人 に も っ と もな じみ の 深 か った のは,caftanに

関連 す る東 方 の衣 服 で あ った か とお もわ れ る。 聖書 の主 な舞 台 が,西 欧人 に と って は

東 方 で あ った か ら,イ エ ス と,イ エ ス を続 る教 会 の聖者 た ちを東 方 の人 と して描 く こ

とは,け っ して な か った に もか か わ らず,イ エ ス に敵対 す るひ とび とや,異 教 徒 た ち

は,し ば しば東 方 風 の服 装 で描 か れ た。 ヘ ロデ とそ の家 族 に,caftanを 着 せ た14世 紀

の 例(写 真B-46)も その ひ とつ で あ る。

 Boucherは,近 東 の このcaftan系 衣 服一 前 方 開放 形式(vetement endouss6)一 の

西 欧 世界 へ の導 入 を,13世 紀 の イタ リア,14世 紀 の フ ラ ンス と して い る。 そ の ほ か,

十 字軍 の手 で も ち帰 られ た もの[KERCKHOFF l865:preface],オ スマ ン トル コ との

接触 に よ る も の[GERVERs l945:64]な ど ニ ュ ア ンス の ちが い は あ る もの の,受 入

れ の 時期 や か た ち に関 して は大 体 一致 し,そ れ が 西欧 の 衣 服 にあ る程 度 は受容 さ れ な

が ら,し か し結 局,中 心 的 な様 式 の ひ とつ と ま で は な りえ な か った,と い う点 も,史

家 に共 通 す る認 識 であ る。 東 方 風 の文 物 の影 響 を つ よ く蒙 り,そ の豪 華 さに な ずん だ,

東 ヨー ロ ッパ 諸 国 の16～18世 紀 の君 主 た ち で も,caftanを 入手 して所 有 す る こ との熱

心 さほ ど に は,実 際 には着 用せ ず,多 くは そ れ らを解 体 して 裏地 に使 った り,ま た は

室 内 装 飾 の 用 に あて た り した,と い う こ とで あ る[GERVERS l982:12,13]。

 わ れ わ れ に と って の関心 は,15世 紀 前 後 に お け る そ の様 式 成 立後 の西 欧 型衣 服 は,

男 性 外衣 につ い て い え ば,む しろ前 方 開放 型 が標 準 で あ る に もか か わ らず,お な じ様
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式 のcaftanの どの 点 に 対 して異 和 感 を 抱 い た か,と い う点 で あ る。

 そ の こ と は しか し,そ れ ほ どむず か しい 問題 では な い。 た とえ ばgipponと 較 べ て

のcaftanの,も っ と も 目立 つ 違 いは,開 放 さ れた 左右 の身 頃 を突 合 わ せ る の で はな

く,深 い打 合 せ に して,そ の外 に帯 を ま く とい う点 で あ る。 西 欧の 場 合 この形 式 は,

そ の 後0般 に くつ ろ ぎの部 屋 着 と して の み,用 い られ て ゆ く。 突 合 せ か打 合 せ か,ボ

タ ンで留 め るか帯 に よ るか一 あ る意 味 で は さ した る違 い と も思 え ない この点 で,西 欧

服 装 はそ の独 自性 を譲 る こと な く,caftanか らキモ ノ に至 る,東 方 的特 色 と む か いあ

って い る56)。

 布 形 衣 か ら定 型 衣 へ の 歩 み の な か で の,毛 織 物 の果 した 役 割 につ い て は,か つ て は

せ いぜ いHartleyの 示 唆 て い どの[1931=xiv],浅 い認 識 しか は らわ れ て い な か った 。

しか し比 較 的近 年 にな って,毛 織 物素 材 が ひ だ状 衣 の立 体 感 に及 ぽ した効 果 で あ る と

か[SROﾑKOVﾁ 1954:.,,お な じ くテ ー ラ リン グの発 達 へ の寄 与 「LABovITcH

1944:172】 と い った 指摘 が,お もに東 欧 圏 の研 究 者 に よ って,な さ れて い る。

 こ の点 につ い て 重 要 な 意 味 を もつ,熱 プ レス ア イ ロ ンの 使 用 に 関 して は,古 くは

CZUICHERAT[1875:147],ま たBeaulieuの 言 及[1951:89]等 もあ るが,そ の使

用 目的 につ いて の,具 体 的 考察 は欠 け て い た57)。

 Blancが 前 世紀 の 半 ばに,布 をバ イ ヤス につ か う こ との 西 欧 的意 味 を 指摘 し,そ れ

が ひ だ の美 にた い して有 効 で あ る こ と,し たが って逆 に宗 教 的服 装 に お いて は,そ の

や わ らか さを避iけて,布 目 を身 体 に添 わ せ て つ か う[BLANC l875:233]と 言 って い

るの は,正 しい着 目 で あ る。 とは いえ,こ の程 度 の 一 ドレス メ ー カ ーの 常 識 にす ぎ な

い一素 材 と技術 の 問題 さ え も,布 形衣 か ら定 型 衣 へ の展 開 を語 る服 装 史 の 中 で,そ の

具 体 的位 置 づ け が,ほ とん ど な され ず に見 過 ご され て きた こ とは,ふ しぎ と いえ な く

は な い。

3-3-2身 体順応系の衣服に関して

衣服をからだに密着させて,か らだの凹凸をあらわすことと,か らだ,特 に胴を細

56)西 欧人の見たcaftanに ついて は,旧 稿 でものべてい る[大 丸1984:549,550]。 そ こで も

指摘 したとお り,現 代で も西欧人 が,打 合せ と帯 とに,東 方的特色をみる点は,変 っていない。
 コ コ  

57)た だ し,縫 製 の段 階 で,実 際 に ア イ ロ ンを 用 いて,の ば し(stretching)や い せ(shrinking)を

行 った とい う,15世 紀 当時 の文 献 的証 拠 が あ るか どうか,私 に はな ん と もい え な い。 テー ラ リ

ングの技 術 が最 高 の水 準 に達 し,ま た 沢 山 のtailoring-bookが 刊 行 され た19世 紀 で も,ア イ ロ

ンによ る くせづ け技 法 の 具体 的説 明 はめず ら しく,1865年 の刊 行 と考 え られ る,Dcvereの 著

書(図10)以 前 に は,現 在 の と こ ろ私 に は みつ か って い な い。17世 紀 の文 献 と して は,Boullay

の 〈The Sincere Tailor>中,gentleman'scoatの 製 作解 説 中 に,そ れ を 暗示 す るよ うな記 述

はあ るが[GILEs1887:78]。(図10は 次 頁 へ)
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く見 せ る こ とは別 の 問題 で あ る。 しか し西 欧 での 場 合,12世 紀 以 降 の密着 衣 に よ って

示 され るよ うな 強 い 肉体 意 識 が,細 い胴 部 の官 能 的魅 力 に と くに執 着 した,と い うふ

う に考 え られ る。細 い胴 へ の 執着 が,西 欧服 装 の 特 色 の 中 で も と りわ け特 異 な もの と

考 え られ るの で あ るが,そ れ は実 は 乳房 の豊 か な 隆起 と,腰 ・磐 部 の張 りと い う,異

性 の眼 を確 実 に惹 きつ け る第2次 性 徴 を,強 調 す る た めの 手 段 にす ぎな い とは,ひ と

つ の通 念 と して い わ れ て きた こ とで あ る。Taboriは この点 で,西 欧人 が コル セ ッ ト

に よ って,乳 房 を よ り膨 らませ て 見 せ た ⑱ は,乳 房讃 美 の あ らわ れ と自讃 し,そ れ を

知 らな い ひ とび とは,``bosom-blind'1で あ る と憐 れん で い る[TABoRI l 961:91,

92]。 ま た,服 装 改 良 運 動 時 の論 客0'FollowelLも,ヨ ー ロ ッパ 人 の コル セ ッ ト論 は,

胴 を締 め る こ と と,乳 房 の整 形 の ふ た つ に跨 が って い る ことを 指 摘 した[0'FOLLO-

w叫L ・1905:196～200]。

図10ア イ ロ ンに よ る くせづ けを 図示 した19世 紀 の 裁 縫書

Devere, L.

 〈The Handbook of Practical Cutting>(1865c?)に よ る
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 この よ うな,身 体 の凹 凸,あ るい は屈 曲 の強 調 は,女 性 だ け にみ られ た こ とで は な

い。 そ れ は わ れ わ れ がす で に観 察 して きた 事 実 で あ るが,15世 紀 のgipponの,あ の

誇 張 され た体 形 を,男 性 の理 想 とみ る の で あ る。 「み ご とに鍛 錬 され た 中世 騎 士 の,

つ りあ いの とれ た 肉体 は,ほ っそ り した美 しさ と,逞 ま しい体 格 へ の崇 拝 を あ らわ し

て い る。 そ して 彼 の衣 服 も,こ の お な じ理 想 を 示 す 」[GRANcsAY 1931:195ユ 。

 Challamelは,フ ラ ンス人 が ほ っそ りと した 肉 体 の うつ く しさを 知 るよ うにな った

の は,14世 紀 の こ とで あ り,そ れ が胴 体 を紐 じめ す る こ とのは じま りにつ な が った,

とい う[CHALLAMEL 1881:48]。 もち ろん これ に対 し,か らだ の線 の魅 力 に よ って,

人 を惹 きつ けよ う とす る こ とは,娼 婦 や,不 行 跡 な女 のす る こ とだ,と い う,同 時代

の モ ラ リス トの 立場 か らの非 難iはあ った けれ ど も[AMMoNs 1586:xxxv]。

 "理 想 的 な 肉体"を つ くるた め の,胴 着(stays Eng.)に よ る,胸 ・腹部 の極 端 な 緊

縮 は,19世 紀 の 後半 とそれ 以 後 に な る と,し だ いに退 け られ た。 けれ ど も,衣 服 美 の

根 幹 に は か らだ の美 が な けれ ばな らな い と い う前提 には,な ん の 変 化 もあ りえ な い 。

20世 紀 にな る と この種 の 議 論 は,主 と して デザ イニ ング ブ ックの 領 域 に入 る ので あ る

が,19世 紀末 か ら今 世 紀 初 めの 代 表 的 な著 者 た ち も,口 を そ ろえ て この点 を 強調 して

い る[STE肌E 1892:150-152;CARLISLE l902:7;BALDT l916:61;HAwEIs

l879:32]o

 Planch驍ﾉ よれ ば,女 性 衣 服 の 強 い紐 じめ は,12世 紀 初 頭 に はす で に見 られ る と い

う[PLANCHﾉ 1900:127]。 一方,す で にそ の 時 代 には,昆 虫 状 に くび れ た体 形 の 人

物 を,わ れ わ れ は手 写本 挿 絵 中 に,ふ つ う にみ る こ とが で き る。 近 年Scottは,体 型

の嗜 好 の時 代 的 推 移 につ いて の,詳 細 な考 察 を お こな った[ScoTT 1980:39-56]。

肉体 のか た ち にた い す る これ ほ どの執 着 を,わ れ わ れ の文 化 は経 験 した こ とがな い,

と断言 で き るで あ ろ う。

* * *

 布 形 衣 か ら円筒衣 へ の推 移 は,中 世 と いわ ず,西 欧服 装 史 の な かの ひ とつ の ドラ マ

で あ った か ら,そ の経 過 に つ いて の諸 家 の言 及 もす くな くな い。

 布 形 衣 か ら発 展 して 円筒 衣 の あ る形 が生 じる,あ る いは ふ た つ の間 の 中間 タ イ プ の

指摘 な ど,様 式 転 換 の具 体 的 な態 様 に つ い て の叙 述 で は,つ ぎ の諸 著 作 が重 要 で あ る。

ま ず,Enlartは13世 紀 か ら14世 紀 に か けて の,中 間 タ イ プ の代 表 と して のgarnache

を あ げ,そ の ほ か に も各 種 の擬 布 形衣 一housse, harganな どの 例 を示 し, manteau

に ま ず手 を通 す た め の切 れ 目が 作 られ,や が て そ こ か ら袖 つ きの布 形 衣(chape�

manche)が で きた こ とを示 唆 す る[ENLART 1916:48,68]。 また, K6hlerは14世

110



大丸 西欧型服装の形成

紀 の ス ペ イ ン と,15世 紀 の 諸 事 例 を[KﾖHLER 1928:202,209], Norrisが,13世

紀 にcyclasか らsurcote, gardcorp,14世 紀 に お な じcyclasか ら・sideless gownの

発 生 を[NoRRIs I 927:152,167,215,217], Harmandが,14世 紀 にtabardを,

あ ま りひ だ が 多 い と 紋 章 が み え に く い た め,robe風 に 仕 立 て る よ う に な っ た こ と,

ま たcotte d'armes, tabardに 袖 代 わ り の,イ ン バ ネ ス タ イ プ の駱aulesを つ け た こ

とを[HARMAND 1929:265], Evansが15世 紀 に お け る,円 形mantleか らponcho-

Iike coatへ の 裁 断 の 自 然 な 変 化 を[EvANs 1939:19], Srohkovaが,14世 紀 末 の ボ

                                  0      v
ヘ ミア に お いて,単 純 な布 形 衣 にsew on collarの つ くよ う にな った経 過 を[SRoN-

KOVﾁ 1954:80]な ど,そ れ ぞ れ具 体 的 な指 摘 が行 な わ れ て い る。布 形衣 自体 を,よ

りか らだ に密 着 させ るた め の工 夫 に関連 す る例 と して は,右 肩 の 固定 の ボ タ ンを 数箇

並 べ る,14世 紀 の 典 型 的 な方 法 な ど[PAYNE l965:181],一 般 に布 形 衣 の か らだ へ

の密 着 の工 夫[CALTHROP l906:17;K6HLER I928:154]が 指 摘 さ れて い る。

 うえ の 引用 の,い くつ か に も含 まれ て い た の で あ るが,布 形衣 と円 筒衣 とを区 別 す

る,重 要 な ポ イ ン トのひ とつ は,袖 の有 無 で あ る。 い わ ゆ る擬 袖 につ いて は,Norris

がsurcoteの そ れ に触 れ て い るほ か[1927:167,217], Harmandが 手 写 本 か らの さ

ま ざ ま の例 を あ げ て い る[1929:265,266,270]。

 と ころ で,布 形 衣 な い しひ だ状 衣 が衰 え,よ り密 着 的 な 円筒 衣 が 用 い られ るよ うに

な った の は,ど うい う理 由 に よ る の か。CalthrOPは,そ の親 しみ や す い イ ギ リス服

装 史 の 中 で,13世 紀 後 半 をdraped manか らcoated manへ の 過 渡 の期 間 と し,ゆ

っ た り と垂 れ た布 は,非 常 に ゆ っ くり とだ が,か らだ の形 を持 つ よ う にな った,そ れ

は ひ と び とが,よ り活 動 的 な生 活 へ の関 心 を 示 しは じめ た た めで あ り,1272年 頃 に,

布 形 衣 に切 れ 目を 開 き,"自 由 さを 得 るた め に",腕 を貫 い た,と の べ る[CALTHROP

l906:67,69]。 ま た, Newtonは14世 紀 フ ィ レ ン ッ ェの若 いひ とび とが,ひ と りで

着 られ な い よ うな,軽 快 さを欠 い た衣 服 を 好 まな くな った,と 説 明 す る[NEWTON

l980:6]。 Boehnは,と くにtogaが 廃 れ てBタ イプ の布 形 衣 にか わ った 事 情 と して,

前 者 の着 方 のむ ず か しさ,後 者 の 実 用 的 で着 心 地 の よ い こ と,を あ げ て い る[BOEHN

1932:169]。 これ らの説 明 の 多 くは,変 化 の た め の 条件 で は あ って も,布 形衣 が"嫌

わ れ た"[EVANs l950:34]こ との,直 接 の理 由で はな い と も考 え られ るが,と もあ

れ,14世 紀 を 過 ぎた時 代 には,布 形 衣 が 過 去 の もの にな りつ つ あ っ た事 実 は,確 か に

と らえ られ て い る。

 布 形 衣 の退 潮 と それ に伴 う形 式 的 用途 へ の転 化[BOURRILLY l928:51;K6HLER

l928:163,173,201;PAYNE I965:168;HANsEN I972(1956):122]の 中 で,布
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形 衣 の 理念 化 の現 象 が み とあ られ る。Newtonは,.中 世 の知 識 人 た ち の心 の底 には,

"古 代 の
,そ して誇 りた か い服 装 の,ほ とん ど種 族 的 記憶(tribal・memory)と もい う

べ き もの が,生 きな が らえ て いた 。 そ れ は古 代 ロー マの,toga, chlamys, palliumと

い った もの の,漠 然 と した 想 い 出で あ った"[NEWTON l980:6]と 書 い て い る。 こ

う した想 いは,い わ ゆ るmantlephile(マ ン ト嗜 好癖)の 淵 源 の ひ とつ とい え よ う。

ま た,か な らず しも衣 服 と して で は ない が,Hollanderは,ル ネサ ンス以 後 の美 術 作 品

中 の着 衣 に お け る,drapery観 につ いて論 じて い るφ著 者 は そ こで,衣 服 が実 際 には

密着 的 で硬 い もの にな?て も,人 々は絵 の 中 で は依 然 と して,や わ らか で豊 か な波 を

うつ ドレーパ リ ー に嗣執 し?づ け た こ とを γ、ドレニパ リー讃 美 の 文 を 引 用 して説 明 し,

"そ うい
った衣 服 を着 せ た か ら とい って,そ の人 がtailored tweedを 着 た と きよ り

も,高 貴 で礼 儀 正 し くな った,と い う証 拠 は な い。 に もか か わ らず,ドV一 パ リー の

観 念 と,よ り善 い,よ り美 しい生 きかた の 観念 の結 合 は,過 去 何 百 年 か に蓄 積 され た

美 術 作 品 の,説 得 力 ゆ た か な髪 の美 に支 え られ て,栄 えて い る"[HOLLANDER 1975:

417]と 言 って い る。   -a

 Newtonは 文 化 の伝 統 の面 か 、ら, Hollanderは どち らカ〉とい え ば感 性 的意 味 合 い に

お いて,ひ だ を もつ衣 服 の魅 力 を のべ 左。 しか レ西 欧人 の 心・情 の な か で,こ のふ た つ

が割り切れるものではあるまい。ともあれこうした心情の基底 にあるものは,西 欧人

の,古 代地中海文明思慕の情であるように思える。

 服装における古典古代の讃美は,一 般には19世紀末の服装改良運動における,い わ

ゆるideal dressと むすびついていることカ∫多い。 そしてそ9具 体的内宕!ま,か らだ

を緊縮 ●拘束せず,で きるだけ自然に近 い状態を保とマとすξ歪とであ?た 。こうし

纈 点は,H・llande「 のような,ひ だ状衣への離 的鰭 か姉lrく5べ ると,い く

ぶん思想的でもあり・また実生活的な態度・といえるかもしれない・ し牟がって,お

な じく古典古代の服装を規範 としても58》,綿粋⑱布形衣に固執するという弄とではな

く,コ ルセットを使用 しないこと,た っぷりと布地を用炉た衣服であることが目標で

あった。そのためにMaraisの ような,密 着化以前の一メロビンガ王朝までの一西欧

を規範とする考えかたもあった、[M堺Als 1914:9]。         ,

 西欧服装の,ま た服装観の全体の流れでみるなら,日 常生活の中にそれをうけいれ

ようとするひだ状衣讃美は例外的であり,そ のような主張は,比 較的限られた期間の

ものだ った。ひだ状衣は,人 格の劇的表現の手段としては,欠 かすことのできない道

58)服 装 につ いて の 古典 古 代 の 讃 美 の対 象 は,ふ つ うギ リシ ャで あ る こ とが 多 い 。以 下 そ の例 を

示 す 。-WALKER l 837:15;WARD ..:9;SE肌E 1892:56,57;BALLIN 1893:3;

 GRATEROLLE l897:116;UzANNE l902:99..
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具として重ん じられてきたが,一 般にゆるみの多すぎる衣服は,西 欧人の日常のおも

な衣服 としては好まれず,間 欠的な流行 も,長 つづきはしないのがふつうである。

* * *

 衣 服 の密 着 化 とそ れ に つ づ く硬 化 とは,袖 の構 造 に もっ と も重 要 な改 良 を求 め た。

和服 と比 較 す るま で もな く,西 欧衣 服 の袖 は複 雑 な特 性 を も って い る。 しか し,そ の

バ ラエ テ ィの歴 史 的推 移 を た ど るに つ い て も,ほ とん ξの 著者 は単 に,袖 の外 見 的 な

か た ち一leg o'muttonで あ る とか, bishoPで あ る とか の 変 化 を羅 列 的 に,数 多 くの

べ る に とどま る。

 1890年 代 の終 りに,い わ ゆ るMagyar-kimono slecveが,当 時 の西 欧 衣 服 に ひ と つ

の衝 撃 を あ た え た の は,そ れ が 単 に外 見 的 な ス タ イ リ ングの 問題 で はな く,従 来 あ袖

の構 造 理念 か らみ れ ば,全 く異質 の も の だ った た め で あ る。 キモ ノス リー ブ の構 造 は,

袖 が 身 頃 と連 続 した裁 ちだ しに な って い る。 この構 造 は古 代 の 円筒 衣 で は0般 的 で あ

った か ら,キ モ ノ ス リー ブは 非 西 欧的 で あ る と同 時 に,前 西 欧的 な もの で あ っ た こ と

に な る。

 西欧の円筒衣が裁ちだ し構造を捨てざるをえな くなったことの,も っとも大きな理

由は,円 筒衣の密着化によるものであったろう。まず,腕 の密着化一袖つけ部分をふ

くめた,上 腕部のある程度の狭まり一は,身 幅がある程度たっぷ りしていさえすれば,

腕の上げさげに,そ れほどの支障はきたきない。また,裏 打ちや詰めものによる,衣
           

服のある種の硬さがなければ,腕 の運動はさほど窮屈ではない。腕の運動にとって不

都合な,こ れらの条件が出揃って,袖 つけの構造になんらかの改良が必要 となったの

は,ま えに触れように15世紀にま近い時期であったとおもえる。

 袖 つ け に ゆ るみ を 与 え る,も っ とも手 が るな方 法 は,袖 ろ け を0部 切 り離す こ と で

あ る。 ま た袖 を体 幹 部 とは全 く別 の もの と して,必 要 に応 じて ピ ンま た は紐 で 留 め る

とい う方 法 も あ る。 しか し著 者 た ちの 多 くは,そ の 袖 を貴 婦 人 が お気 に入 りの騎 士 に

与 え る習慣 で あ る とか,袖 だ け を売 って いた とか,着 用 の度 ご とに妻 や,小 間 使 いが

そ れ を縫 つ けな けれ ばな らな い,と か の 言 及 は あ っ て も[QUICHERAT l875:183;

ENLART l916:62,63],・ そ の構 造 的 意 味 には 触 れ る こ とが な い。 このdetachable

sleevesと 関係 の あ るailettes・ま た は駱aulettes(い ず れ もFr.)に つ い て も, Enlart

はそ の 文 献 的初 出 を14世 紀 は じめ と示 しなが ら,そ の理 由を と くに追求 は しな か っ

た 。 した が っ て以 下 にあ げ る著 者 た ちの 例 は,全 体 か らみ れ ば大 変 め ず ら しい と いえ

よ う。

 袖 つ け の構 造 の う ち,と くにpourpointを よ り密着 的 にす るため,13世 紀 に入 っ
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て,山 と谷 の あ る袖 つ け曲線 が生 じた ことの 指摘 は,K�lerに は じま るで あ ろ うか

[1928:153]。 さ らに よ り重 要 な,ア ー ムホ ー ル の寸 法 よ り,袖 側 の寸 法 を 長 くと り,

袖 側 にタ ッ ク,ギ ャザ ーに よ るあ る程 度 のふ くらみ を もたせ て,ア ー ム ホ ール に挿 入

す る,と い う技 法 に つ い て,こ れ を歴 史 的 に と らえ て 言 及 した の は,Norrisが 最 初

の ひ と りで は な い だ ろ うか[1927:153]。 た だ し,セ ッ トイ ン構 造 の近 代 的 技 術 は,

18世 紀 か ら19世 紀 に か けて は 完 成 され た もの とな り,い い かえ れ ば よ い仕 立 て と して

日常 化 した わ け で あ るか ら,総 合 的 批判,教 養 ・実 用書,裁 縫 書 の 中 で,現 在 の もの

と して のべ られ た セ ッ トィ ン論 議 は,こ こで とり あげ る対 象 に入 らな い 。

 これ に た い して近 年 の研 究 者 た ち は,袖 つ け の構 造 へ の言 及 も具 体 的 に な りつ つ あ

る[PAYNE l965:169;ScoTT l980:78;NEwToN l980:3]。 そ の言 及 の 中 で,

私 が と くに重 くみ る必 要 が あ る と考 え るの は,袖 つ け のふ くらみ(fullness),お よ び

持 上 りに 関 して で あ る。

 袖 つ け の袖 側 に ゆ るみ を と り,ア0ム ホ ール に イ ンセ ッ トす れ ば,袖 側 が あ る程 度

ふ くらむ の がふ つ うで あ る。 しか し西 欧 服 にお い て は,こ の ふ くらみ が,い わ ゆ るパ

フ ス リー ブ の場 合 で な くて も,強 調 な い し誇 張 さ れ る傾 向 が あ った。19世 紀 に お い て

もHaweisは,袖 つ け部 分 に適 切 な ふ く らみ を もつ とい う点 に お いて,セ ッ トィ ンが

も っ と もよ い袖 つ け方 法 で あ る とのべ た[HAwEls 1879:77]。 けれ ど もこの 点 に 関

す る歴 史 的 な言 及 は,私 は 寡 聞 に して,Harmandが, gipPonの 肩 のパ フを 支 え る

た め裏 打 ちを した,と 指摘 した例 以 外 を知 らな い[HARMAND l929:162]。
                            

 袖 つ けの ふ くらみ とつ な が る技 術 に,ひ だ寄 せ の 方 法 が あ る。15世 紀 後半 に さか ん

に認 め られ るパ フス リー ブ は ギ ャザ ース リー ブ で あ った か ら。 ギ ャザ リングへ の西 欧

人 の 関心 と言 及 は 乏 しくな い。Burnhamは,'西 欧 のfc)ik costumeの 特 色 は,ギ ャザ

リング に よ る立 体 化 の造 形 で あ り,と くに衿 も と と袖 につ いて は そ の こ とが い え る,

と のべ た[BuRNHAM 1973:17]。 この見方 は,わ れ われ が 今 日,ほ ぼ納 得 で き る事

実 で あ ろ う。Gerversは そ う した 民俗 的 技 法 は,中 世 に さか のぼ る もの で あ り,中 世

か らル ネサ ンス に か けて のshirtの,布 地 を た っぷ り使 った豊 富 な ギ ャザ リン グが そ

れ で あ る,と 言 って い る[GERVERS i975:65]。 さ らにEvansは,そ う した ひ だ や

ふ く らみ を,ア イ ロ ンに よ って 麻 の 内着 に ほ ど こす 技術 が,12世 紀 中 ば に うま れ た も

の と推 定 す る[EvANs 1952:5]。 Evansは と くにそ の根 拠 を示 して い な いが,ギ ャ

ザ ー ス リー ブで の 確認 さ れ る,も っと も古 い造 形 作 品 資料 は,大 体1260年 頃の 制 作 と

され る,BM. Ms SLOaNE 2435の 中 の例,と い うこ とで あ る か らCHOUSTON l 939:

8,9],Evansの 見 解 は この 事 実 を 根 拠 の ひ とつ と して い るの か も しれ な い。
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 ひ だを 寄せ る とい う技 法 は,も とも と単純 で,自 然 発 生 的 な行 為 で あ るか ら,こ の

技 法 を もた な い文 化 は,む しろ めず ら しい 。和 服 と比 較 した場 合,西 欧 のひ だ の特 色

は,し ば しば,布 表 面 の丸 みづ け,ふ くらま しの 目的 に,用 い られ る点 で あ ろ う。 で

あ るか ら,上 に 引用 したBurnhamの こ とば は,民 俗 服 に とど ま らず,西 欧衣 服 全 般

に敷 街 して,あ て はめ て よ い と考 え る。

3-3-3 西 欧型 衣 服 に関 して

 私 は この 考 察 の は じめ の部 分 で,tailoring technicの 基 礎 の成 立期 につ い て,こ れ

を お よ そ15世 紀 の は じめ と す る意 見 を紹 介 した。 本 項 の は じめ に,そ れ らの意 見 もふ

くめ て,テ ー ラ リン グ とは な に か に関 す る,西 欧 人 の考 え か たを検 討 した い。

 テ ー ラ リング とは,単 な る衣 服 の 製作 とは別 の 技術 で あ る と い う 自覚 が,と りわ け

イ ギ リス人 の 間 には み と め られ る。 そ して その 技 術 を完 成 させ た の は,イ ギ リス人 で

あ る と一[MEEHAN 1911:26,34;FORBES l 926:45;RIVKIN l 926:26;CUN-

NINGToN l 948b:70]。 単 な る衣服 製作 は,``clothes-making"で あ る。 またNewton

は,14世 紀 中 ば の イ ギ リス 王 家 の仕 立 人 と して,Tassin du BruilをKing's tailor

と し,Jean Perigonな る者 は,よ り低 い水 準 の職人 で 単 な るcouturierで あ る と し

て い る[NEwToN 1980:57,58]。 ク ー チ ュ リエ す なわ ち ドレス メ ーカ ー にた いす

るテ ー ラ ー とは,男 女 服 の区別 を示 す ばか りで な く,技 術 の難 易,高 下 を意 味 す る と

の考 えか た が,こ こに は あ き らか で あ る59)。

 そ れで は そ の テ ー ラ リ ング と はな に か,に つ い て で あ るが,イ ギ リス に お け る テ0

ラ リング技 術 の完 成 期 と され る19世 紀 半 ばか ら,今 世 紀 は じめ に か け て の ロ ン ドンの

テ ー ラ0た ち が,口 を揃 え て主 張す る よい仕 立 の条 件 と は,な に よ り もまず,よ い

fitで あ る60)。 た だ し,フ ィ ッ ト性 は ドレス メ ー キ ング で も 目的 と され るの で,こ の

こ と ばだ け を も って,テ ー ラ リング とはな に か を説 明 した こ とに な らな い。 これ にた

い して や や付 加 的 な説 明 を行 った例 と して,た とえ ばScottは,テ ー ラ リング は よい

59)女 性 服 は裁 断 の良 し悪 しよ り も,フ ァ ッシ ョ ンに 左 右 され る もの との 考 え方 か ら,裁 断論 の

 お もな対 象 と しな い とい う態 度 が あ り,19世 紀 の 代表 的な 技 術史 の 著者Gilesも そ のひ と りで

 あ る[GILEs l 887:preface]。 この見 方 に よれ ば,男 女 服 の 区別 が す な わ ち,技 術 段階 の 区 別

 と も一 致 す る こと にな る 。

60)"fit with ease, elegance and taste"[Coox �787:V];"テ ー ラーの仕 事 は,か らだ に フ ィ ッ

 トさせ る こ と"[TAILORS 1796:7];"easeと エ レガ ンス とを も って,人 体 に フ ィ ッ トさせ る

 こ と"[MANWARING 1836:iii]。

  た だ し,テ ー ラ リ ング とい う こ とばの,日 常 的 な用 いか た と して は,も っと単 純 な考 え か た

 の 方 がふ つ うで あ ろ う。Nevinsonが, cut-and-sewし た衣 服 を,す な わ ち テ ー ラー ド ・ガ ー

 メ ン トとよ んで い るな ど,そ の例 で あ る[NEVINSON l965:51]。
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フ ィ ッテ ィ ング の技 術 で あ るが,と りわ け袖 つ けの ヨー ロ ッパ 的 構造 が そ の 中心 で あ

る,と して い る[ScoTT 1980:78,84]。 またDoesは,か らだ の採 寸 を して衣 服 を

製 作 す る と ころ に,従 来 の仕 立 人 が テ ー ラー にか わ る13世 紀 の 曲 り角 を 見,あ わ せ て

ほ っそ り と した 外見 の た め の ボタ ン留 めや,理 想 的 な体 形 を つ くるた め の詰 め もの の

工 夫 を これ に加 え て い る。 この よ うな具 体 的 な 指摘 は,そ れ ぞれ に重要 で あ るが,結

局 そ の 中 心 に フ ィ ッ ト性 の問 題 が横 た わ り,そ の検 討 な しに は前 にす す め な い こ とが

あ き らか な の で,こ こで フ ィ ッ ト性 につ いて の,諸 家 の 意見 に耳 を傾 け てみ よ う。

 フ ィ ッ ト性 の 内容 につ いて は,素 人 のあ いだ に は と きお り誤 解 が あ って,そ れ は 身

体 に密 着 して い る こ とが,す な わ ちフ ィ ッ トと考 え るの で あ る。服 装 闘連 書 の著 者 で

あれ ば,そ う した単 純 な 同一 化 は あ りえな いが,と は い え,フ ィ ッ トを どち らか とい

え ぱ即 物 的 にみ る見 方 と,そ の反 対 の立 場 とが あ る。

 た とえ ば,19世 紀 初 め ま で生 きた 美 学者 のAlisonは,目 的 に合致 した手 段 こそ フ

ィ ッ トネス で あ る と し[1790:II, I l8], Rivkinは お な じ趣 旨で,よ い趣 味 とは フ

ィ ッ トネス の セ ンス を育 て る こ とで あ る と して,こ れ にT.P.0.の 意 味 をふ くませ た

[RlvKIN 1926:24,25]。 ま た,《Thoughtfullness in Dress》 の著者 は,要 す る にそ

れ は着 る人 に似 合 う か ど う か,の 問題 で あ る とす るな ど[Thoughtfullness l 868:

282],理 念 的 な見 方 を示 して い る。

 これ に対 して,か らだ に密 着 的 に衣 服 を構 成 す る こ との み を 強調 した人 もい な いで

は な い61)。 しか しあ る程 度 の用 意 を も って この こ と ばを 使 うひ とび とは,tight fitness

な い しclosely fittingか ら,そ れ ほ どで は な い ま で の あ る範 囲を 意 味 させ て,そ の 範

囲 の 内 部 で この概 念 の 内容 を議 論 す るの が通 例 で あ る。

 フ ィ ッ ト性 の範 囲 を ひ ろ く見 て,そ の 中 で具 体 的 な段 階 を示 す の は,裁 縫 書 によ く

み うけ る意見 の タ イ プ で あ る。Tomlinは,フ ィ ッ トに は3種 あ り,そ れ を1). smart

city coat,2)・Wes't End coat,3). easy fitting worki�man's coatと す る[To肌IN

l893:5]。 似 た よ うな 区分 は,[HOLDING 1890:54],[HoPKINs l 901:4]も 試 み て

61)技 術を離れた立場の著者 が,要 約的な叙述を行 う場合 には,"し わひ とつないまでにぴ った

 り仕立て る技術"[QUICHERAT 1875:252]と い った表現があ って も,そ れがかな らず しもそ

 の人 の本 当の 考えであるとはいえないが。 同様のいい方一"フ ィッ ト性のご く良い ものは一運

 動機能 に劣 る"[HAwEIs 1879:72]。 またBurnhamが,"古 代地 中海に くらべて東方世界

 の織物 は 幅狭であるため,縫 合わ された 衣服は どち らかといえば,か らだにフィッ トする"

 [BURNHAM 1973:3]と いうよ うないいかたの場合 も,こ とばに厳密 さを必要 と しないと考え

 て のことであろ う。

  Gillが,テ ー ラーメイ ドとは,肉 体への フィ ットであるのにたい し,ド レスメーキ ングとは,

 着る人の人柄にふ さわ しい衣服を作 ることであ る[CilLL 1931:50],と いう場合 も,狭 い意

 味につかわれたフィ ットである。
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い る。Hopk匤sは 第3の フ ィ、ッ トを``wholly Ioose fit"と 表 現 し,ま たSteeleに も,

tail縒-fitに 対 しての``country・fit"と い う表 現 が あ って[STEELE I892:102,103],

そ れ は い わ ばだ ぶ だ ぶ の衣 服 を さす。 この よ うに み る と,フ ィ ッ トとい うこ と ば は,

ひ とつ の価 値 基 準 を さす の み で,そ の程 度 一 この場 合 につ いて いえ ば密 着 そ の もの を

意 味 す るの で は な い よ うに も うけ とれ る。 しか しお そ ら く,そ れ は こ こに紹 介 した 意

見 が,比 較 的短 い 特定 期 間 に 集 中 して い る こ と と も,関 係 が あ るの で は な い だ ろ う

か 。 なぜ な らば,た とえ ばCunningtonは1948年 の著 書 の 中 で,"50年 まえ に は,

Smartnessは まだ, tightnessの こと だ った"と 書 いた[CUNNINGTON l 948a:184]。

す な わ ちCunningtonに よ れ ば,・19世 紀 末 か ら20世 紀 初 め にか けて は,か らだ に密

着 した衣 服 につ い て の見 方 の,動 揺期 あ るい は 転 換期 で あ った こと にな るの で あ る。

Wardは,「 タ イ ト ドレス は14世 紀 に は じま り,一 時 期 を除 いて は,今 日ま で続 い て

きた と いわ れ て い る」 と,1886年 に書 いて い る[WARD l886:9]。 そ れ に わ ず か先

だ つ1879年 に著 わ され た 作 法書 に は,「 人 と一 緒 に と る朝食 で はwrapper(ゆ るい上

張 り)の よ うな もの で はな く,か らだ にぴ った り フ ィ ッ トした ドレスを 着 な け れ ば な

らな い」[DEGoRuM I879:271]と の べ られ て い る。1890年 代 前 後 が ひ とつ の動 揺

期 で あ った こ とは,こ の時 期 が反 コル セ ッ トの 服 装 改 良運 動 の,も っ と も昂 ま りを み
                                            

せ た と き にあ た る こ とを 考 え あ わせ れ ば,納 得 で き るだ ろ う。 コル セ ッ トは,主 と し
 

て 女 性 の もの で あ り,テ ー ラー メ イ ドは,主 と して 男 性 の もの の はず で あ るが,肉 体

を 拘束 して の ぞ ま しい定 型 を 得 る とい う思 想 と技 術 に お いて は,と くに男 性女 性 の 区

別 が な か った とみ る こ とが で き る62)。

 わ れ わ れ は今 日,適 切 な フ ィ ッ トと はな に か と い う問 の答 え と して は,た と え ば,

心 理 学 者 のDearbornの 詳 細 な分 析 に示 され た よ うな,「 そ の人 の 肉体 と生 活 の,動

作 の 組 合 せ(group of actions)の た め の ゆ と りを 含 め て の フ ィ ッ トで な けれ ばな ら

な い」[DEARBoRN l918:13-24]と い う意 見,あ る いは デ ザ イ ン論 者 のHillhouse

の,適 切 な フ ィ ッ トとは,「 胸,腰 そ して腕 ま わ りが,滑 らか な動 作 の ため に 窮 屈 で

な い よ うな 十 分 の ゆ るみ を も って か らだ に 添 う」[HILLHOUSE l963:95]と い う意

見 を,穏 当な もの と して うけ いれ る。 けれ ど もCunningtonの 指 摘,あ るい は1890

年 代 の裁 断 師 た ちの妥 協 的 な諸 発言 そ の他 の 証 拠 を考 え 合 せ る と,今 世 紀 に入 って か

らもな お,よ り密着 的 な構 造 を フ ィ ッ トと考 え る伝 統 が,つ よ く残 って いた の で は な

いだ ろ うか 。 前 に紹 介 したTomlinの, city coatとWest Epd coatの 区別 に つ い

62)Rivkinは,"本 質 的 に イギ リス の産物 であ る テ ー ラー メイ ドを,イ ギ リス女 性 以 上 に よ く着

 こ なせ る女性 は いな い"と 書 い た[RIVKIN l 926:26】 。
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て はHoldingも,ロ ン ド ンで はか らだ に ぴ った り した衣 服 を``city fit"と い って,

West Endで も とめ られ るス タ イル で はな い,と 説 明 して い るが,そ の こ と は,歓 楽

街 で あ り,新 しい フ ァ ッ シ ョ ンの生 れ る場 所 で あ る ウ ェス トエ ン ドと,保 守 的 な シテ

ィと の ちが い で あ る と理 解 で きる。 す な わ ち,タ イ トフ ィ ッ トこ そが フ ィ ッ トの伝 統

な の だ と63)。

 さて,フ ィ ッ ト性 の 中心 に,こ う して タ イ トフ ィ ッ トへ のつ よ い意 欲 が歴 史 的 に存

在 す る と して,そ の フ ィ ッ トが か らだの どの部 位 につ い て の こ と なの か は な お残 る問

題 で あ る。 衣服 が か らだ に密 着 す る と い って も,か らだ の す べ て の部 位 に,お な じよ

うに密 着 す る こ とは人 体 工 学 的 に あ りえ な い。Holdin9に よれ ば,フ ィ ッ トにた い す

る感 受 性 は,男 牲 と女 性 とで は微 妙 に異 な り,女 性 は 胸 部以 外 の あ らゆ るか らだ の部

位 に,衣 服 を 感 じて い な け れ ば不 満 足 で あ るの に た い して,男 性 は正 確 す ぎ る裁 断 を

の ぞ まず,よ り 自由 さが必 要 で あ る とい う[HOLDING 1890:54]。 この こ と ばを仮

りに正 しい もの と して,こ れ とSladdinの 主 張一 衣 服 造 形 の主 要 部 分 は,男 性 は肩,

女 性 は胸(bust)一(66頁)と を 重 ね合 わ す と,男 性服 に お け る フ ィ ッ トは,衣 服 全 体

の 中 の比 較 的 限 られ た部 位 で あ って,着 る人 の 肉体 と生 活 のgroup of actionsの 解

放 感 を妨 げ な い と ころ,上 衣 に つ い て のみ い え ば,そ れ は肩 か ら背 中 にか けて で は な

い か とい う,可 能性 が考 え られ る。Holdingの こ とば で,一 見 矛 盾 の よ う に うけ と

られ る点 は,テ ー ラ リング が,と りわ け男性 服 を 中心 に,そ の技 術 的 発 達 を み た に も

か かわ らず,男 性 が よ り フ ィ ッ トを の ぞ ま な い,と い う点 で あ る。 フ ィ ッ ト性 に た い

す る着 る人 の拘 束 感 は,感 覚 的 と い う よ り も心 理 的 な 面 が つ よ い もの で あ るか ら,こ

の こ とば につ い て は そ の方 面 か らの 検 討 も必 要 で あ るが,矛 盾 に た いす る答 え の ひ と

つ の鍵 は,お そ ら く フ ィ ッ トの 部 位 の問 題 で あ ろ う。 つ ま り肩 か ら背 中 にか けて は,

胸 ・腹 部 に比較 して,肉 体 の平 常 時 で の圧 迫 感 の弱 い部位 で あ る。 したが って この部

位 に衣 服 が よ くフ ィ ッ トした と して も,胸 か ら裾 へ の ゆ る み が十 分 で,し か も前 方 開

放 のjacketタ イプ を着 馴 れ て い る場 合,よ い テ ー ラ リングで 仕 立 て られ て い る こ と

は,着 る人 の着 易 さ の実 感 と矛 盾 しな い。
                                      

 体 形 へ の フ ィ ッ トと関 連 す る西 欧 衣 服 の い ち じる しい特 色 の ひ とつ は,し わ を嫌 う

こ とであ ろ う。 しわ,あ る い は ひ だ は,フ ィ ッ トの悪 さを あ らわ す ゆ るみ と して,こ

63)1890年 代 の直 前 の時 期 の 文 献 に は,タ イ トフィ ッ トの プ リンセス ドレスの 高 貴 な美 しさを 讃

 え る文 章 が眼 につ く一[OLIPHANT 1878:69,70;The Lounger in Society 1881:178]。 し

 か し今世 紀 に入 って も,タ イ トフ ィ ッ トを基 本 とす る考 え方 はつ づ いて い る 。"フ ァ ッシ ョン

 の変 化 が い か に早 くて も,か らだ の 曲線 にぴ った りと添 う ことが,す べて の 基 本作 業 であ る"

 [GARLISLE l902:7],"ル ー ス フ ィ ッ ト(ソ フ トウ ェス ト)ド レス は,女 性 の 生 れ な が らの優

 雅 な か らだの 線 を か くす こ とに な る ので,美 しい か た ちが 台 な しに な る"[DOOLEY 1930:55]。
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れ を割 合神 経 質 に斥 け る傾 向 が,西 欧服 観 の0面 には あ った64)。 こ の こ と と,ド レー

パ リー の愛 好 とは ど うむ す びつ くのか。 お そ ら く,感 覚 的 価 値 観 に も とつ いて,意 図

的 に デザ イ ンされ た もの と,偶 然 的 な発 生 との差,と 言 う こ とは で きるで あ ろ う。 西

欧服 装 にお け る広 義 の ひ だづ け一shirring, smockingま で を も含 め て一 に は,も と も
                                      

と余分 な布 の(や む を え な い)処 理 法 で あ る とか,縫 製 時 の 布 の た るみ,つ れ と区別

の つ かな い もの も多 い は ず で あ る。 そ の よ うな布 面 の 結 果 を,気 に留 め な い段 階 と,

そ れ を批 判,観 照 の対 象 に の ぼせ て,あ る もの は全 く排 除 し,あ る もの は デザ イ ン化

す る とい う岐 路 が,H期 の期 間 を通 じて つ く られ た と いえ そ うで あ る。 Evansは11世

紀 の手 写 本 の 観察 に も とづ き,素 材 の しわ寄 せ 飾 りの 存 在 を 指 摘 し[Evarrs l952:

5],Quicheratは12世 紀 に は1本 の ひだ に さえ きび しい美 的 要 求 を だ す態 度 が生 れ て

いた,と して い る[CZUICHERAT l875:252]。 中世 末 期 の状 況 につ い てBoehnは,

いま や完 全 に処 理 され た ひ だ が重 ん じ られ,浮 い た状 態 の まま に され て お かれ るの で

は な しに,し っか り と縫 い とめ られ た,と[BoEHN 1932:198]65)。

 しわ,ひ だ に お け る こ う した 指摘 は,ま さ に定 型 化,硬 化 の方 向 につ い ての 言 及 に

ほか な らな い。 しか し布 地 は 現 実 に は石 や 木 の よ うな硬 さを もつ もの で は な い し,人

が着 た衣 服 が,動 きを ま った く失 って い る こ と もあ りえ な い。 した が って和 服 を基 準

と して み た と きの よ うな,定 型化,硬 化 とい う認 識 な い し自覚 は,西 欧 人 に は われ わ

れ ほ どに は存 在 しな い 。 そ れ で も,西 欧 衣服 の この ふ たつ の傾 向 は,他 の方 面 か ら言

及 され て い る66)。

 よ い服 の条 件 と して,19世 紀 か ら20世 紀 は じめの テ ー ラ ーた ちの あ げ るの は,フ ィ

ッ トの よ さに つ づ い て は,よ い プ ロ ポ ー シ ョ ンな い しバ ラ ンス で あ る6?)。 フ ィ ッ ト性

とプ ロポ ー シ ョ ンと は,す ぐれ た テ ー ラ リング の,2大 条 件 だ った とい え よ う。 プ ロ

ポ ー シ ョンの 問題 は身 体 観 と関わ らな い わ け に は いか な いの で,前 項 につ づ い て,わ

れ わ れ は も う い ち ど この問 題 を,や や別 の観 点 か らと り あげ よ う。

64)14世 紀 の達 成 と して,1本 の しわ(pli)を もゆ る さな い技 術 とそ の 美 を指 摘 した例 一E肌ART

 1916=74;QUICHERAT l875:252;P1ToN l913:4.

65)あ わ せ て,し わを 除 去 す る方 法 につ いて の 言及 もい くつか な され て い る。QUICHEﾘT[1875=

 147],HARTLEY[1930:xiii]は ア イ ロ ンで の, NoRRIs[1927=222]は 板締 め によ る, ENLART

 [1916:74],DoEs[1975:26]は 詰 め もの に よ る。

66)衣 服や 布 の や わ らか さ,動 き の讃 美 が西 欧 人 の古 代 服 装,ま た 非 西 欧服 装 の認 識 の 中 に み ら

 れ る。た とえ ば,HILLHOUSE l963:46;BALDT l 916:61;STEELE l892:70・ なお,西 欧

 人 の 古代 ドレーパ リー 讃 美 に 関 して は112頁 参 照 。

67)ユ9世 紀 前 半 の 例 一BYFIELD 1875:iv;WALKER 1840:5-8;WALKER 18磁:v;wooD

 1847:preface.
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 私 は前 項 で は,か らだ のか た ちに た いす る西 欧 人 の つ よ い執 着 を 指摘 した 。 そ れ を

よ り具 体 的 に,と くに プ ロ ポ ー シ ョ ンの点 か ら言 及 した諸 家 の発言 を整 理 して み る と,

か らだ の部 位 につ い て の,特 色 の あ る見 方 が 浮 か び あ が って くる。 そ れ は西 欧 人 が,

人 体 を 各個 別 部 分 の ブ ロ ック的 な組 合 せ の よ う に,見 る見 方 の あ る こ とで あ る。 プ ロ

ポ0シ ョン とい う観 念 自体 が,そ の こと に も とつ い て い る と考 え られ るが,こ の点 に

つ いて はCunningtonが,そ う した区 分 構 造(segmented structure)一 人 体 を ひ とつ

の 全 体 と して で な く,各 部 分 の むす びつ いた もの とみ る衣 服 構 造一 が,14世 紀 に始 ま

る,と 言 っ て い る[CuNNINGToN 1948a:49,50]。 彼 は こ こ に,西 欧服 装 にお け る

ウ ェス トライ ンの発 見 と,"下 肢 の解 放"を 見 る ので あ る。 わ れ わ れが 中 世 の写 本 挿

絵 の人 物 画 で見 る人 物 の,ブ ロ ック的 身 体描 写 は,衣 服 に お け る区分 構 造 の,長 い前

駆 段 階 とい う こ と に な るの で あ ろ うか 。

 この よ うな身 体 ・衣 服 観 につ い て の言 及 の 早 い例 は,Renanの それ で あ る。 彼 は,
                                           

14世 紀 の フ ラ ンス に お け るあ た ら しい フ ァ ッシ ョン と して,身 体 の各 部 分 にぴ った り

した 衣服 を着,そ れ まで は知 られ て いな か った エ レガ ンス なや り方 で,身 体 の か た ち

を``d馗ouper"し た,と のべ て い る[RENAN l 890:107-]。 彼 の い いか た は い く

ぶ ん あ いま い で,ま たか な らず し もそれ が,西 欧 的特 色 と,言 って い るわ けで は な

い。 これ に た い して,ほ ゴお な じ時 期 にSteeleは,北 ヨー ロ ッパ諸 国 の 衣 服観 を紹

介 し,腕 の機 能 を示 す ため に,肩 関 節 を 強 調 す るこ との,デ ザ イ ン的 な意 味 を 説 い て

い る[STEELE I892:152]。 Steeleは 最 後 の 部分 で は,上 の よ うな 関 節衣 服(arti

culation dress)よ り も,古 代 ギ リシ ャ衣 服 の よ うに,全 体 が1部 分 で あ る衣 服 の美 の

方 を 推賞 して い る の で あ るが,1892年 と い う時 期 を考 慮 す れ ば,Steeleが 西 欧 の衣 服

の 伝 統 的特 色 を そ う した 関 節衣 服 に見,か つ そ れ に立 ち む か う姿 勢 の意 味 も納得 さ れ

よ う。 そ の後 デザ イ ン論者 のBaldtに も,立 場 は ち が うが 衣 服 の 区分(襖 合)構 造 とい

った 表現 がみ られ た[BALDT 1916:61]。 け れ ど も と りわ け,西 欧衣 服 の この特 色 が

云 々 され る よ う にな った の は,第2次 大戦 後 の こと で あ ろ う。

 ま え に紹 介 したCunningtonに つ づ いて, Srohkovaは,む しろ初 期 中世 の女 性 服

にお け る,ブ ロ ック風特 性 を指 摘 した 。彼 女 は それ を,構 造 を よ り堅 固な もの に す る

た め の,機 能 的 理 由 によ る もの と し,同 時代 の建 築 に も共 通 す る,時 代 精 神 と も関連

づ けて い る[SROﾑKOVﾁ 1954:22]。 比 較服 装 論 で著 名 なHansenの 場 合 は,そ の

よ うな構 造 性 の強 調 を,Sro�ov痰ﾆ ちが って,服 装 に お け る ゴ シ ック ・スタ イ ル と

考 え ろ[HANsEN 1972(1956):122]。 ま た, Newtonは ・袖 を 体 幹 か ら分 離 させ て,

衣 服 全 体 を そ れ ぞ れ独 立 した3つ の部 位 か らな る,ユ ニ ッ ト構 造 とす る こ とが,1340
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年 の ニ ュー フ ァ ッ シ ョン,と して い る[NEwToN l980:3]。

 と ころ で,以 上 紹 介 した意 見 の 中 に もす で に あ らわれ て い た よ うに,人 体 あ る いは

衣 服 を,ブ ロ ック構 造 とみ る こ とは,ブ ロ ック と ブ ロ ックの接 合 箇 所 の認 識,さ らに

強 調 に つ な が るの で あ る。Cunningtonが ウエ ス トライ ンの 発見 と言 った の は,1ウ エ

ス トの くび れ が,上 体 と下 体 の境 界 を 明 確 に示 し,プ ロ ポ ー シ ョンの 観念 自体 もまた

そ こか ら生 れ て くる とい う,画 期 的 な問 題 を 示 唆 して い るの で あ る。

 Doesは,"憧 れ の 細 い ウエ ス ト"の 獲 得 を も って,文 明 と非文 明 とを わ け る が如 き

口 ぶ りで あ る[DOES 1975:22]。 ま た,細 い ウエ ス トは女 性 だ け に望 ま れ て い るの

で は な く,男 ら しさ のあ らわ れ と して,エ ジプ ト以 来 重 ん じられ て きた,と もい われ

る[BINDER l958:191]。 しば しば細 胴 は,女 性 の繊 細 さを 強 調 す るが た め の特 異 な

偏 執 とみ られ るが,重 要 な 目的 は区 分 性 に あ った こ とにな り,そ の 目的 に お い て,胴

と肩 とは お な じ意 味 を担 った わ けで あ る。

 と りわ け,男 性 の場 合 は 肩 に,女 性 の場 合 は胴 部 が 強調 さ れ た こ と に な る。Does

は この2つ の 強調 点 を テ ー ラ ーの発 生 を分 析 す る中 で論 じり 男 性 はmahoitres(fr.)

を 常 時 用 い るよ うに な り,そ れ に よ って ふ く らん だ袖 の支 え られ た こ とを,多 くの造

形 作 品 を 根 拠 に指 摘 して い る[DoEs 1975:26-28]。

 肉 体 を ブ ロ ック と して と らえ 乳 さ らに それ ぞ れ の部 分 を 強調 す る態 度 は,フ ィ ッ ト

の 観 念 につ い て,あ た ら しい視 点 を 提 供 す る。 私 は 旧稿 の 中 で,「 彼 らの 正 し いか ら

だ の か た ち とい う観 念 は,ひ とつ に は構 成 の 明 確 さ,す なわ ち袖 ぽ 袖,胴 部 は胴 部 と

い う境 界 の 明 瞭 さ を意 味 す る」 とのべ,そ れ にた い して和 服 は,「 衣 服 の あ る部 分 が

あ る時 点 で は 肉体 のAと い う箇 所 に 当 って いて も,着 る人 の状 況 が か わ った べ つ の時

点 で は,多 少 と も距 離 を も ったBと い う箇 所 に当 る」 と ものべ た[大 丸 1983:799]。

この 点 を よ く示 す の が,前 方 開放 タ イ プ に お いて,ボ タ ンで固 定 す る か,帯 を しめ る

か の違 いで あ る。 身体 の あ る箇 所 と,そ こに適 合 す るよ うに設 計 され た衣 服 の その箇
       

所 との ず れ を,ど の程 度 まで 許容 す るか が,フ ィ ッ ト性 の ひ とつ の と らえ か た で あ ろ

う。 こ の点 を 重 く見 て,西 欧衣 服 へ の ボ タ ンの 一般 的導 入 の意 味 を 指 摘 した ひ と りが,

Broby Johansonで あ る[1966:120]。 しか し,そ の分 析 は十 分 とは いえ な い。

 なおここで,西 欧型衣服の主流である非前方開放タイプ円筒衣の密閉性について触

れたい。日本人が西欧服を`第 屈袋"と 感 じた理由は,、これまでのべできたその部分

密着性以上に,密 閉性であったとおもえる。 しか し西欧人自身が,歴 史的観点からこ

のことに考え及んだ例を,私 は知 らない。 密閉あるいは被覆と,開 放あるいは露出
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の 問 題 は,健 康 に 関連 す るテ ーマ と して,今 世紀 は じめ に盛 ん に論 じ られ る よ うに な

る。Graterlleは, Montaigneの 勧 め を ひ い て,健 康 の た め に は で きる だ け身 体 を

覆 わ な い よ うに と主 張 して い る[GRATEROLLE l897:121]。 こ の 考 え は,そ の も

っ と も穏 健 な か た ち と して は,イ ギ リス を 中心 とす る1929年 以 降 の,"Men's Dress

Reform Party"に,も っ と も急 進 的 な か た ち と して は,北 ヨー ロ ッパ 諸 国のNackt

Kulturの 運 動 に展 開 す る。 しか しそ れ らの こ とは,す で に衣 服 デザ イ ンの 問 題 を超

え て い るの で あ る。                    0

 一般 に造 形行 為 にお け る,"近 代 化"の ひ とつ の傾 向 と して,外 観 と して の脱 装 飾

性,単 純 化 が み とめ られ る。 脱装 飾 性,単 純 化 は,構 造 主 義 と表 裏 を な す もの で あ る

が68),西 欧衣 服 に お い て,上 記 の よ うな,一 種 の構 造 主 義 志 向 が 見 られ は じめ た こ と

は,脱 装 飾 精 神 へ の道 を,あ る程 度 は開 いた こ とに な った は ず で あ る。 と ころが,現

実 に は15,16世 紀 は も っ と も過剰 な装 飾 の 時代 で あ った 。 西 欧服 装 が は っき り と構 造

主 義 的単 純 さ の道 に踏 み だ し,か つ そ れ を 自覚 し た の は19世 紀 に な って の こ とで あ

る69)。そ の ひ とつ の あ らわ れ は,衣 服 に お け る ライ ンの認 識 で あ ろ う。「理 想 的 なsuits

の規 範 とな る原 則 は ア ウ トライ ンであ る」[WALKER, IssAc l885:118170}。 た だ し

Dooleyに よ れ ば,ラ イ ンと い う こ とば と同義 に用 い られ て い た の がsilhouettcで,

前 者 は主 と して業 界 の用 語 だ った とい う[DooLEY l 930:82]。 この シル エ ッ トの方

は,周 知 の よ うに18世 紀 末 か ら使 わ れて いた の で,衣 服 を線 で 認 識 す る こ とは,こ れ

も西 欧衣 服 観 の流 れの ひ とつ で あ った と いえ るの で は な いだ ろ うか 。今 世紀 に な る と,

「色 や 素材 よ り も,今 や ライ ンが 重 要 」[VALLﾉE l925:3]と い った発 言 を と くに

と りあ げ る迄 もな く,単 純 な線 の感 覚 的 価 値 感 に よ る衣 服 の 評 価 は,常 識 とな って い

る。

 西 欧 に お け る この よ うな構 造 的 な衣 服 認 識 は,つ ね に身体 観 との密 接 な 関係 の うえ

で とき と して は身 体 観 そ の もの と して保 持 さ れ た。 した が って よ い服 装 はつ ね に正 し

い体 形,正 しい姿勢 を前 提 とす る と し,各 時代 の作 法書 は そ う した教 訓 を 怠 らな か っ

た 。18世 紀 初 期 の 作 法書 《The Rudiments of Genteel Behavior》 の 中で も,頭 を 正

68)"装 飾 が 人 体 の構 造 感 を妨 げ た り,あ い ま い に した り して は い けな い"[STEELE l892:149,

 150]・

69)同 時 代 の観 察 と して は,"最 近 男 性 の フ ァ ッシ ョン(と りわ け コー ト)は 非 常 に プ レー ンに な

 った 。 そ して そ れ が彼 の か らだ にい か に フ ィ ッ トして い る か一 あ たか も,彼 が そ の 中か ら生 れ

 たか の よ うに一 につ いて の関 心 がつ よい[PENDLETON 1843=230]。 Godkinは 単純 ・画 一 化 の

 理 由 と して,忙 しい男 た ちに と って の時 間 の節 約,と 言 って い る[GoDKIN 1867:418]。

70)多 少 意 味 は ちが うが,ラ イ ンとい う表 現 は,や は り ロ ン ド ンの テー ラー に よ って1844年 に も

 用 い られて い る[WALKER, W. E.1844:23】 。
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しい位 置 に お くこ とが,立 って い る時 も,歩 くに も,踊 る に も,そ の 他 す べ て の動 作

に,優 雅 で や わ らか な,か つ礼 儀 にか な った振 舞 の前 提,と あ る[NIVELON 1737:

2]。 その100年 後 の作 法書 で も,ド レス の も っ と も重 要 な点 は,落 着 きの あ る優 雑 な

態 度 で あ る[AGoGos 1834:99],と い うな ど,つ ね に衣 服 を着 た人 間,あ るい は人

間 の着 た衣 服 と して の,ダ イ ナ ミクス の うえ で の衣 服 観 が 根 底 に存 在 した の で あ る。

 衣 服 を,全 体 と して の,あ る きま った か た ち で と らえ る こ と,そ して その か た ち に,

創 造 的 意欲 と,感 覚 的価 値 をみ いだ す こと,そ れ らの こ とが,2-4で 私 の 言 った,定

型 性 に該 当す る。

 この第 皿 の段 階 にお い て,西 欧 型 衣服 が"身 体 的"で あ る とい うこ との 内容 は,身

体 密着 的 で あ る とか,そ う した意 味 で の 体形 的 とい う こ と とは違 う。Hamareが,

「西 洋服 装 は体 形 とは無 関係 に発 展 して き た。 も しそ う で な けれ ば,衣 服 の ス タ イ ル

が,さ ま ざ ま に変 化 した こ との説 明が つ か な い」 と言 って い る[HAMARE l978:10]

の も,こ の点 を さす とお もえ る。

 ま た,私 は前 の 部 分 で,西 欧衣 服 の,身 体 の部 分 部 分 へ の適合 の重 視 を 指摘 し,そ

の た め に ボ タ ン式 の 固定 留 め具 の役 割 を のべ た。 こ こ で再 び,そ の問 題 を と りあ げ る

が,部 分適 合 性 と は,た とえ ば,衣 服 の バ ス ト トップ と して デザ イ ンされ た 箇 所 が,

身 体 の 乳頭 に正 し くあ た って い る こ とで あ り,衣 服 の シ ョル ダ ーポ ィ ン トと して デ ザ

イ ンされ た箇 所 が,身 体 の肩 突起 に正 し く載 って い る こ とで あ る。 西 欧衣 服 に お け る

フ ィ ッ トとは,デ ザ イ ン上 の概 念 で あ って,生 理 的 な身 体 密 着 で は な く,厳 密 に いえ

ば,サ イズ と も無 関係 で あ る。

 定 型 性 に と もな う硬 構 造性 につ いて は,技 法 上 の 問 題 と して の,い くつ かの 指 摘 が

あ る。 ギ ャザ0や プ リー ッが,裏 地 や フ ァウ ンデ ー シ ョンに縫 い留 め られ て,今 日 い

うcartridge plcatsに な った のが,15世 紀 後 半 と い うHoustonの 指摘[1939:141,

145],コ ル セ ッ トが一 般 的 で な か った 時 代 で も,芯 地 を用 い て,ド レス に 同 じ効 果 を

与 え よ う と した,と い う,Laverの 指 摘[1963:36]な ど。

 そ して この定 型性 の獲 得 が,す で に のべ た よ うに,フ ァ ッ シ ョ ン生 成 の ひ とつ の条

件 とな った の で あ る。 今 回 私 が 問題 と した,西 欧服 装 の諸 特 質 の 中で は た だひ とつ,

もの 自体 で は な い鍵 で あ る と こ ろの フ ァ ッシ ョンに つ い て,以 下,西 欧人 の認 識 の 内

容 を検 討 す る。

* * *

フ ァ ッシ ョンに つ い て は,専 門外 の ひ とび との 関 心 もつ よ く,さ ま ざ ま の立 場 か ら

                                   123



国立民族学博物館研究報告別冊  4号

バ ラエ デ ィに富 ん だ発 言 が あ った。 今 回 の 対象 文 献 の 中 で も,フ ァ ッシ ョ ンへ の言 及

はす べ て の カ テ ゴ リーに わ た って い る。 フ ァ ッ シ ョン論 が この よ う にひ とび との 広範

囲 な 関心 の対 象 で あ るた め,私 の選 ん だ9つ の カ テ ゴ リー に お け る意 見 は,専 門 的 知

識 には 裏づ け られ て は い るけ れ ど,全 体 か らみ れ ば,む しろ あ る"偏 向"の あ らわ れ

て い る こ とは否定 で きな い。 そ れ は ひ と こ とで い え ば,い くぶん 主 知 主 義 的 で,大 衆

か らみ れ ば覚 めた 態 度 とな って い る ことで あ る。 以 下 その 点 を前 提 と した うえ で紹 介

しよ う。

 フ ァ ッ シ ョンに 関 す る西 欧人 の見 方 を分 析 す る に あた って は,こ の こ とば につ いて

の,日 本 語 の"流 行","は や り"と のニ ュ ア ンスの 差 の検 討 か らと りか か る必 要 が あ

る。 日本 語 の流行 は不 易 と対 照 され,変 化 の 中 の一 蒔 的 な好 み,雷 同 現 象 の よ う に う

け と られ て い る。 した が って仮 に 日本 流 行 服装 史 とい う もの を考 え る とす る と,服 装

に おけ る 日本 事 件 史 と い った ひ び きがあ る。 流行 的現 象 と いえ ど も因 果 関係 の論 理 か

らの が れ る こ とは で きな い が,そ の現 象 自体 は継 続 性,安 定 性 を もたな い 。服 装 の場

合,流 行 と対 比 され る概 念 に風 俗 が あ る。風 俗 の変 化 は流行 に く らべ る とよ り安 定 的

で あ り,民 族 的 生 活 様式 とい った もの に近 い 内容 を もつ よ うに うけ と られ る。 こ れ に

た い してfashionあ る い はmodeの 概 念 は,流 行 に く らべ て そ の使 われ方 が い くぶ

ん あい ま い で,多 義 的 と いえ る。

 フ ァ ッシ ョ ンを流 行 と ほぼ おな じ意味 に用 い る場合 一"短 い 期 間,大 衆 の 共有 す る

好 み"[CUNNINGTON 1948a:6]一 も もち ろん あ る し7・),そ れ は基本 的 な考 え方 で あ

るのだ が,西 欧語 で の フ ァ ッ シ ョ ンや モ ー ドは,ス タ イル と の区別 が あ き らか で な い 。

た とえ ばNorrisは 日本 語 の流 行 に あた る概 念 を あ らわ す場 合,``fashion in vogue"

とい った いい 回 しを して い る[NoRRIs 1927:353]。 しか し と りわ け われ わ れ に 印
                 コ            

象 的で あ るの は,た とえ ば なぜ 女 性 はお しゃれ に関 心 が深 い か,と い う設 問 を,西 欧

人 の場 合 で あ る となぜ 女 性 は フ ァ ッ シ ョンに関 心 が 深 い か,と い う言 いか た にな る傾

向 が あ り,心 理学 的服 装 論 に お いて と くに そ の例 が み られ る[HURLOCK l929:34-

37;FLUGEL l930:135-139;PRIcE l936:178]。 フ ァ ッ シ ョンが ス タ イル の意

味 に接近 す る結 果,と くに 短 い期 間 の フ ァ ッシ ョ ンを 意 味 す るた め の別 の こ とば,た

とえ ばfadで あ る とか, crazeで あ るとか い う言 い方 が 用 い られ る。 この こ とば がむ
           

しろ日本語の流行に近 く,そ のためにかえって日本語では,こ れらを意味する適切な

71)お な じ理解の範 囲にはいるが,英 語圏での考え方のひとつ として,モ ー ドはよ り創造性 のあ

 るもの,フ ァッションはそれが 大衆化 した もの,と いう区別 の仕方があ った[STORY 1930:

 390]。 これ はパ リモー ドととくにアメ リカの大衆むけ既製服 との関係 とい う現実が,外 来語 の

 解釈に反映 した もので,わ が国ではとくにうけいれ られた区別である。
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こ とば が な いの で あ る。

 フ ァ ッシ ョン とス タ イル が ま ぎ らわ しい用 い られ 方 を して い る点 につ いて は,じ つ

は 西 欧人 自身 が そ の 自覚 を もって いて,Bellは,"ヨ ー ロ ッパ 人 の服 装 の洗 練 と い う

観念 は変 化 の 観念 と結 びつ いて い るの で,フ ァ ッ シ ョナ ブル とい うこ とばを 離 れ て,

身 な りの良 いひ との着 て い る ものを 描 写 す る こ とがで きな い。chic=やstylishも ま た,

変 化 の プ ロセス を暗 示 す る"と 指 摘 して い る[BELL 1947:21]。 この こ とは, fas-

hion(Eng.)la mode(fr.)の 語 源 的分 析 か らも,い え る こ とで あ ろ う。 逆 に 日本 語

には,装 い のみ ご と さを賞 め るフ ァ ッシ ョナ ブ ル,modishに あ た るニ ュァ ソス を も

つ,適 切 な言 葉 が見 当 た らな い の で あ る。

 フ ァ ッ シ ョ ンが ス タ イ ル に近 い意 味 で 用 い られ る た め に,た とえ ば身 体 変 形 の 習慣

に関 す る民 族誌 的 叙 述 も,そ の土 地,種 族 の フ ァ ッシ ョ ンと され る こ とが あ る[FLO-

WER l881:3;MARINUS l941]。

 フ ァ ッ シ ョ ンと流行 との 差異 の も うひ とつ の 点 は,後 者 が その 現象 を0過 性 視 す る

ニ ュア ンス を もつ の にた い し,フ ァ ッ シ ョ ンは そ の点 もあ いま い で あ り,理 解 に幾 分

幅 の 広 さが あ る こ とで あ ろ う。 この こ とは フ ァ ッシ ョンが ス タ イル に近 い意 味 で 用 い

られ る以 上,当 然 の こ とで は あ るが,も うひ とつ の 背景 は,0般 に変 化 に伴 う進 歩 の

観 念,、な い しは そ の可 能 性 と い う,文 明論 的論 議 が,ひ とび と の意 識 の 中 にあ った た

めで はな いだ ろ うか。 そ の結 果,フ ァ ッ シ ョ ンは進 歩 や 改良 な どで はな く,単 な る変

化 にす ぎな い,と い う見 方,あ る いは 単 な る肇 化 にす ぎな い もの も,そ うで な い もの

も あ る,と い う,折 衷 的 見 方 な ど,好 意 的 な,ま た珠 撃 的 な諸 説 に わ か れ た[CiODKIN

1867:419;PLANCHﾉ1900・79;AuB興1957・119;DOOLEY I930:82;1・ こ

の問 題 は この あ とで触 れ る フ ァ ッシ ョンの起 源 や その 法 則 と も関連 す る ので あ るが,

一 般 に フ ァ ッ シ ョ ンに敵 意 を示 す 論者 には
,フ ァ ッ シ ョン とは あ る様 式 の極端 に誇 張

さ れ て行 き着 いた と ころ,と い う見 方 を す る人 が多 い[HAwEls.1879:26;・GRATE-

ROLLE 1897:ll2;TAILORS 1796:7]。 C典ningtonも ま た こ の意 見1こちか い

[1948b:18]。 さ らに,よ り一般 的 な フ ァ ッ シ ョ ン批 判 説 が,そ の没 法 則 性 一 気 ま ぐ

れ を指 摘 して い る こ とは 改 め て ここで い う必要 は な いだ ろ う。 た だ し,0歩 譲 って,

フ ァ ッ シ ョ ンの 中 には,美 的法 則 に従 う もの と,単 な る気 ま ぐれ の2つ の種 類 が あ る

と,説 く論 者 も あ る[sAGEs l926:vii]。       ・'

 つ ぎ に,あ る程 度 フ ァ ッ シ ョ ンの 内容 にわ た って の意 見 を と りあ げ た い。 定 義 自体

が あ い ま いな ま ま で,フ ァ ッ シ ョ ンは以 下 にの べ るよ うな 議 論 が 中 世以 来 つづ け られ

て きた の で あ る。 ま ず,フ ァ ッ シ ョ ンが西 欧世 界 に お いて は い つ は じま った現 象 か,
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という点では,今 回対象とした文献の著者たちの見方はつぎのようであるb

12世紀

14世紀前半

14世紀半ば

14世紀末

15世 紀

SCHOFIELD 1974:17

BoucHER 1965≡192

SlcH肌 1977:7;DoRNER 1974:12

FoLEY l893:464 ,;BoEHN 1932:215;BALDWIN l937:9;

LAvER l969:62;DORNER l974:12

SROﾑKOVﾁ  1954:1372)

 諸 家 の見 方 が,14世 紀 末 を 中 心 と して い る こ とが わ か るが,こ れ は ま さ に私 の い う

皿期,す な わ ち西 欧 衣 服 の定 型 性 獲 得 に と もな うそ の成 立 期 と一致 す る。 私 はす で に,

定 型 性 と フ ァ ッ シ ョ ン性 との 必 然 的 関係 につ いて は 指 摘 した(68頁)0そ れ に ちか い

意 見 と して は,Dornerが つ ぎの よ うに説 明 して い る。""フ ァ ッシ ョ ンが次 か ら次 へ

と衣 服 の形 を 変 化 させ て ゆ くこ とで あ る とす れ ば,か らだ に衣 服 を フ ィ ッ トさせ る技

術 が 前 提 で あ るの で,そ の技 術 の成 立 期 で あ る14世 紀 の 中 ば以 後,フ ァ ッシ ョンは生

れ た こ とに な る[DORNER l974:12]。

 と ころ で 西 欧 に は,フ ァ ッ シ ョ ンと は ヨ ー ロ ッパ 的 現象 で あ り,非 西 欧圏 で は,フ

ァ ッ シ ョ ン とい う もの は存 在 しな いか,あ るに して も非常 に緩 漫 で,強 い支 配 力 も も

って は い な い,と い う見方 が あ っ た73)。 西 欧 人 の キモ ノ観 か ら裏 が え しされ た西 欧 服

の 自覚 の ひ とつ と しで,フ ァ ッ シ ョン性 が含 ま れ た の も,ま さ にそ の た めで あ った0

それ で は0体,フ ァ ッ シ ョ ンの生 れ る条 件 とは な に か74),そ して非 西 欧 圏 で はな ぜ そ

72)国 別 に 時を 分 け た場 合 は,西 欧全 体 と い う意 味 で,早 い 方 の 時代 を 採 った 。

73)CAROTHERS 1879123;WALKER,1・1885:27;DoBsoN 1954:14;KNAuER 1978:21

 HURLOCK l929:34-37;HEARD 1924:71;LANGLEY-MOORE 1949:1;DooLEY l930

 124;DlosY l898:235;RITTER 1904:56,57;KNox l905:230;CHAUVELOT l923:90

 CilAFFERRI l927:1.

74)フ ァ ッ シ ョ ンは ど のよ うに して 生 じ,な ぜ わ れ われ を 支 配 す るか に つい て も,肯 定 的 見 方 と,

 批判 的見方 とがある。 しか しその多 くは結局,フ ァッシ ョン自体への暁 怠ほどには,自 己嫌悪

 のニュア ンスはない。
*佃 人 性 個 人 の多 様 性

,そ して そ ρ 自 由の 主 張 一 §R6甑ov人 1954:13;LANCLEY-MOORE

  1949:6;BRowN肌L l904=235.

0*女 性 の 地 位 向上 によ る一CONTINI l965:76・
*変 化 が異 性 を 惹 きつ け るた め一Marohon 1971:2242;FLﾜGEL 1930:135 .

*都 市 的 現 象 あ るい は都 市 の 自由 さ一BOEHN l932:215;KNAuER l978:21 .

*社 会段 層 の 不 安定
,向 上 心 と競 争 心 一BALDwlN l937:9;BELL l972:76;HAwEls 1879:

  26;FLﾚGEL l930:139.
*民 主 的 ,進 歩 的社 会,文 明社会 一HURLOCK 1929:34-37;FoREsTER 1925:25
*美 の基 準 喪 失 の た め一BALD W IN 1937:9 .

*企 業 の うみ だす もの 一PARTON 1869: 5ﾘ5ﾘ.
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れ が 育 た な か った か?5),と い う問 題 に 関 して は,』社 会 心 理 的 と らえ か た に のみ 終 始 し,
     

もの と して の衣 服 様 式 か らの理 由づ け は,こ こ に 引用 したDornerの そ れ以 外,見 当

らな いよ うに思 う。

 西 欧 社 会 には フ ァ ッ シ ョンが あ り,非 西 欧 一 中 国 あ るい は 日本 に は それ が 見 られ な

い か,ほ とん ど 目に た た な い ほ どの変 化 で あ る,と い う意 見 に た い して,西 欧 人 と

接 近 しは じめ た 当時 の 日本 人 の中 には,む しろ逆 の 見 方 を す るひ と もあ った 「石 沢

1922:102-113]。 一 般 に,ひ とが理 解 の浅 い対 象 を ま え にす る と き,知 悉 した 対 象

に く らべ る と,内 部 的 な個 々の もの の差 異 が つ か み に くい の が ふつ うで あ る。 しか し

今 世 紀 の は じめ に,日 本 人 が西 欧服 を見 て 流 行 が な いか ら経 済 的 と言 い,西 欧 人 が和

服 を見 て フ ァ ッシ ョナ ブ ル で な い と言 った の は,そ れ ぞ れ 別 の 理 由 もあ った か と考 え

られ る。 まず 西 欧 人 が和 服 を見 た場 合,彼 らは形 態 上 の 変 化 の み に,あ る いは 非 常 に

大 きな 関心 を その 点 に と くに注 いだ に ちが い な い。 和 服 の ス タ イ ル の変 化 が模 様 中 心

で あ る こ とは,や がて 西 欧人 もその こ とに気 づ い て ゆ く。 「外 人 に と って キモ ノの フ

ァ ッ シ ョ ンパ レー ドは絵 の展 覧会 に似 て い る。 な ぜ な らそ の フ ァ ッシ ョ ンは模 様 に よ

って うま れ,衣 服 の裁 断 で は な いか ら」匹 刃THA l936:175]76)。 模 様 お よ び素 材 の

変化 へ の敏 感 さ と,そ の あ ま ぐる しい流 行 性 も,西 欧人 に と って は フ ァ ッ シ ョ ンの副

次 的要 素 と しかみ え な い が,定 型 衣服 と,素 材 順 応 系 衣 服 とで は,フ ァ ッ シ ョ ンの あ

りか た も ちが うはず で あ る。衣 服 と衣生 活 を 構成 す る要 素 の,ど の部 分 が よ り変 容 し

や す く,ど の部 分 が 安定 的で あ るか,そ の こ と 自体,文 化 的 特質 とは考 え られ な いだ

ろ うか。

 反 対 に,日 本 人 が 西 欧服 を 見 て,流 行 に も変 化 に も乏 しい と判 断 した の は,そ の 時

代 の 日本 人 の経 験 して い た西 欧 服 が,男 子 の フ ォ ー マル ウ ェ ァ と ビ ジネ スス ー ッ と に,

ほぼ か ぎ られ て い た た めで あ る。

 19世 紀 中期 以 後 の 西 欧男 性 服 の ス タ イル の 安 定 は,さ き に紹 介 した フ ァ ッ シ ョ ン原

因説 をふ くめて の フ ァ ッ シ ョン理論 の多 くに と っ て,説 明 の む ず か しい矛 盾 にな って

きた。 良 い もので さえ あ れ ば,バ ラエ テ ィ は必 ず し も必 要 で な い,す な わ ち一 種 の男

性 服 装 完 成 論[PARToN l869:544-546;GoDKIN l867:418]さ え,19世 紀 の 一

75)非 西 欧 国 の非 フ ァ ッシ ョン性 の理 由 は,西 欧国 で の フ ァ ッシ ョ ン生 成 の裏 が え しで あ るが,

 よ り具 体 的 に は,つ ぎの よ うな見 方 が示 され る 。 服 装 が つ よ い標 識 性 を もち,そ の背 後 に 固

 定 的 な 身分 制 度,社 会 構 造 があ る と の 見方[HURLOCK l929:34-37;FLUGEL l930:135;

 KNAUER 1978:21],視 先 崇拝,伝 統 尊 重 の念 が あ つ く,変 化 を 好 まな い[WALKER,1・1885:

 27;DooL理 1930:124],社 会 構造 の単純 さ[KNox l905:230],貧 しさ のた め[RITTER

 1904:56,57],と くに 中国人 の場 合,変 化 よ りも洗 錬 や 完 成 へ の欲 求 が つ よ い[HEARD 1924:

 71]。

76)同 様 の 趣 旨[CiARIS 1937:104]。
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部 の テ0ラ ー の筆先 にか いま み る こ とがで き る。奇 妙 と い って もよ い だ ろ うが,彩 し

い フ ァ ジ シ ョ ン論 の 多 くは,フ ァ1iシ ョ ンは 美 と も,良 い趣 味 と も無 関係 で あ る とい

う7?)。 ま た フ ァ ッシ ョンは 知 的 な もの と は いえ ず,む しろ制服 的 な服 装 の方 が,合 理

的 で あ る とい っ た見 方[GRATEROLLE 1897:lI2;FoLEY l 893:460]も あ る。 結

局 の とこ ろ これ ら19世 紀 とそ の後 の フ ァ ッ シ ョン論 は,制 服 的 な"定 型 的"服 装 の 立

場 か ら,多 かれ 少 な か れ 冷 た い眼 で女 の世 界 を 見 た,男 の側 の フ ァ ッシ ョ ン批 判 と も

い え よ う。'

 フ ァ ッ シ ョ ンが 西 欧衣 服 の 特 質 の ひ とつ,と い う点 か ら いえ ば,19世 紀 中期 以 降 の

男 性 服 装 の この よ うな形 態 上 の 非 フ ァ ッ シ ョン化 は,西 欧 服装 にお け る脱 西 欧 化 の,

さ い し ょの ワ ンス テ ップ で あ った の か も しれ な い。  .

77)も っ と も有 名 な もの のひ とつ は,Alisonの ア ソ シエ ー シ ョン説 に お け る 相 対 論[ALISON

 1790:364-372],そ の説 を うけ,美 とは無 関 係 と言 い きるWALKER[1837:71,美 の基 準 が失

 わ れ た こと によ って,フ ァ ッ シ ョ ンが生 れた とす るBALDWIN[1934:9],そ の ほか[Thought

 fullness 1868:282,293-295;CUNNINGTON t948b:38;VALLﾉE 1925:25]。
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